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地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

 特集●交通と都市の未来形
 開創1200年
 高野山、バリアフリーの旅
 奥之院までの道のりと宿坊を楽しむ

ユーザー訪問●乗り心地、いかがですか？
 vol.13

 サンシャイン60
新連載●お江戸の楽しい歩き方 第1回

 江戸城周辺
 連載●私の忘れられない本・映画・音楽 第10回

 武田 双雲さん　
 連載●がんばる地方都市 第8回

 和歌山県田辺市　
 連載●おもて菓子 第4回
 笹巻あんぷ

安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
その際、ご希望の商品（「ペンダント」あるいは「ループタイ」の
いずれか）を必ずご記入ください。

●締め切り
2016年2月29日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.44に対するご感想をお寄せく
ださい。和歌山県田辺市にある「立

たちきぞめ

木染　虹の木工房」手づ
くりのウッドペンダントあるいはウッドループタイを、抽選
で各5名様にお送りします。
立木染は、生きている立ち木に染料を吸わせ、水分が引き上
げられる蒸散作用を利用して木を染める技術で、同工房が独
自に開発しました。神秘的な色合いや模様は、木の染まり具
合や木目などによって変わるため、世界に同じものが2つと
ありません。なお、模様や色合いはお選びいただけない旨ご
了承ください。

高野山には、壇上伽藍（だんじょうがらん）と奥之院
（おくのいん）と呼ばれる2つの聖地があり、なか
でも弘法大師御廟（ごびょう）がある奥之院は、
高野山の信仰の中心ともいえるエリアです。
御廟へと向かう参道沿いには、親鸞、法然、諸
大名などの墓石や供養塔、祈念碑が、樹齢数
百年の杉木立のなかに立ち並び、その数は数
十万基ともいわれています。宗派や敵味方
の区別なく受け入れてくれる高野山はまさに
「祈りの空間」で、浮き世のしがらみをいっとき
でも忘れられる安らぎを与えてくれます。

【表紙解説】



大 阪 府

和 歌 山 県

南海電鉄なんば駅

極楽橋駅

高野山駅
南海電鉄鋼索線

2

高野山MAP

2015年11月30日発行　発行 東芝エレベータ株式会社 広報室
〒212 -8585 神奈川県川崎市幸区堀川町72番地34 
電話　（044）331-7001
URL　http://www.toshiba-elevator.co.jp
E-mail elevator@po.toshiba.co.jp

制作 有限会社イー・クラフト＋有限会社ベル・プロダクション　デザイン 手塚みゆき
印刷会社 株式会社メディア グラフィックス

vol.44　2015

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

03 -09 特集●交通と都市の未来形
 開創1200年
 高野山、バリアフリーの旅
 奥之院までの道のりと宿坊を楽しむ

10-13 ユーザー訪問●乗り心地、いかがですか？
 vol.13

 サンシャイン60
14 -15 新連載●お江戸の楽しい歩き方 第1回
 江戸城周辺
16-17 連載●私の忘れられない本・映画・音楽 第10回
 武田 双雲さん　
18-19 連載●がんばる地方都市 第8回
 和歌山県田辺市　
20 連載●おもて菓子 第4回
 笹巻あんぷ

vol.44 安 全 で 快 適 な エ レ ベ ー タ ー の
未 来 を デ ザ イ ン す る

2 0 1 5

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、E-mailでご意見をお送りください。
その際、ご希望の商品（「ペンダント」あるいは「ループタイ」の
いずれか）を必ずご記入ください。

●締め切り
2016年2月29日到着分まで有効。

『FUTURE DESIGN』vol.44に対するご感想をお寄せく
ださい。和歌山県田辺市にある「立

たちきぞめ

木染　虹の木工房」手づ
くりのウッドペンダントあるいはウッドループタイを、抽選
で各5名様にお送りします。
立木染は、生きている立ち木に染料を吸わせ、水分が引き上
げられる蒸散作用を利用して木を染める技術で、同工房が独
自に開発しました。神秘的な色合いや模様は、木の染まり具
合や木目などによって変わるため、世界に同じものが2つと
ありません。なお、模様や色合いはお選びいただけない旨ご
了承ください。

高野山には、壇上伽藍（だんじょうがらん）と奥之院
（おくのいん）と呼ばれる2つの聖地があり、なか
でも弘法大師御廟（ごびょう）がある奥之院は、
高野山の信仰の中心ともいえるエリアです。
御廟へと向かう参道沿いには、親鸞、法然、諸
大名などの墓石や供養塔、祈念碑が、樹齢数
百年の杉木立のなかに立ち並び、その数は数
十万基ともいわれています。宗派や敵味方
の区別なく受け入れてくれる高野山はまさに
「祈りの空間」で、浮き世のしがらみをいっとき
でも忘れられる安らぎを与えてくれます。

【表紙解説】

弘
法
大
師
空
海
が
開
い
た
真
言
密
教
の
聖
地
・
高
野
山
は
、年
間
約
1
4
0
万
人
が
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
世
界
的
観
光
地
。
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0
0
4
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ス
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界
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1
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0
0
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迎
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0
1
5
年
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、い
っ
そ
う
の
賑
わ
い
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見
せ
て
い
る
。

高
野
山
は
、
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
標
高
約
9
0
0
m
の
盆
地
に
広
が
っ
て
い
る
。

か
つ
て
の
参
詣
は
、
長
い
山
道
を
登
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
現
代
で
は
、
公
共
交
通
で
訪
れ
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
で
山
内
各
所
の
参
詣
も
容
易
に
な
っ
た
と
い
う
。

今
回
の
特
集
は
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実
際
に
車
い
す
を
利
用
し
な
が
ら
、
高
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山
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味
わ
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旅
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交
通
ル
ー
ト
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宿
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。
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開
創
1
2
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0
年

ラ
イ
タ
ー

奥
島 

俊
輔 

お
く
し
ま
・
し
ゅ
ん
す
け

編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
勤
務
を
経
て
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
と
し
て
独
立
。
企
業
・

団
体
の
広
報
誌
、書
籍
、雑
誌
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
、科
学
・
技
術
読
物
か
ら
歴
史
、民
俗
、宗
教

ま
で
幅
広
い
分
野
を
手
が
け
る
。
近
年
は「
禅
」を
中
心
に
、仏
教
に
か
か
わ
る
仕
事
も
多
い
。

モ
デ
ル

後
藤 

鈴
子 

ご
と
う
・
れ
い
こ

学
校
案
内
、企
業
P
R
誌
、大
手
広
告
代
理
店
の
広
報
誌
、新
聞
な
ど
、多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る

ラ
イ
タ
ー
兼
編
集
者
。
株
式
会
社
宣
伝
会
議
、株
式
会
社
ユ
ー
・
ピ
ー
・
ユ
ー
な
ど
で
勤
務
し
た
あ
と

に
独
立
し
、有
限
会
社
ベ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
し
た
。
医
療
系
の
実
用
書
も
得
意
と
す
る
。

壇
だんじょうがらん

上伽藍
根
こんぽんだいとう

本大塔

金
こんご う ぶ じ

剛峯寺

光
こうみ か ふ ぇ

海珈琲

一の橋

参道

中の橋

金の河（三
さんず

途の川）

弘法大師御廟
燈籠堂

御
ごびょうばし

廟橋

奥
おくのいん

之院

中門

西塔

南
なんいん

院

普
ふげんいん

賢院總
そうじいん

持院



バリアフリー
ポイント

乗車した特急「こうや」は、蒔絵のような記念デザインの「黒こうや」。
地色の異なる「赤こうや」と「紫こうや」もある。

駅係員は介助・接遇のスキルアップ研修も受けている。乗車した
特急「こうや」は座席ヘッドカバーや客室通路も特別デザイン。
車掌は全員が女性という。

極楽橋駅のバリアフリートイレ。オストメイト（人工肛門
や人工膀胱を持つ人）対応設備、大人用の多目的シートなど
が完備されている。

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

営
業
推
進
室 

営
業
部

や
ま
と
・
た
か
あ
き

山
登 

孝
昭
氏

高
野
山
の
旅
で
利
用
す
る
公
共
交
通
は
近
年
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
む
。

ま
ず
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
道
の
り
を
ご
案
内
し
よ
う
。

公
共
交
通
を
乗
り
継
い
で
、

い
ざ
、高
野
山
へ
！

大
阪
の
な
ん
ば
駅
か
ら

特
急
で
約
１
時
間
半

　

今
回
の
旅
の
起
点
は
、
南
海
電

鉄
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅「
な
ん
ば
」。

同
駅
が
始
発
の
特
急「
こ
う
や
」に

乗
る
。
南
海
電
鉄
高
野
線
の
終
着

駅「
極
楽
橋
」ま
で
は
約
１
時
間
20

分
。
そ
こ
で
高
野
山
ケ
ー
ブ
ル（
南

海
電
鉄
鋼
索
線
）に
乗
り
換
え
、わ
ず

か
５
分
で
高
野
山
の
玄
関
口「
高

野
山
駅
」に
到
着
す
る
。

　

高
野
山
は
、
山
の
名
で
は
な
い
。

そ
こ
は
紀
伊
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、１
０
０
０
m
級
の
山
々
を

蓮
の
花
び
ら
の
よ
う
に
周
囲
に
巡

ら
す
標
高
約
９
０
０
m
の
盆
地
だ
。

１
２
０
０
年
前
、空
海
は
こ
の
地
に

道
場
を
開
き
、
社
会
の
安
寧
と

人
々
の
幸
福
を
願
い
、教
え
を
伝
え
、

人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

江
戸
時
代
に
は
7
つ
の
登
山

ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
参
詣
に
は
相
応
の
苦
労
を

伴
っ
た
。
し
か
し
現
代
で
は
、
電

車
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、バ
ス
と
い
っ

た
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
。

ま
た
、近
年
は
、障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
社
会
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
考
え
方
が
広

ま
り
つ
つ
あ
る
。
高
野
山
に
お
い

て
も
、
様
々
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
よ
り
多

く
の
人
が
安
全
・
安
心
に
参
拝
や

特急「こうや」

駅

なんば駅

私がご案内します

壱
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観
光
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
バ
ス
も

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応

　

特
急「
こ
う
や
」の
3
1
0
0
0

系
に
は
、
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
が
編

成
車
両
内
に
1
カ
所
あ
る
。
極
楽

橋
駅
に
は
、
緩
い
坂
を
上
っ
た
先

に
急
勾
配
で
階
段
状
の
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
乗
降
場
が
あ
る
。
こ
こ
で
は

連
絡
を
受
け
た
駅
係
員
が
待
ち

受
け
、
階
段
昇
降
機
と
渡
し
板
を

使
っ
て
乗
車
さ
せ
て
く
れ
た
。

　

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社
営
業

推
進
室
の
山
登
孝
昭
氏
に
よ
る
と
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
後
、鉄
道
・
ケ
ー

ブ
ル
と
も
に
車
い
す
で
の
利
用
者

が
増
え
て
お
り
、
1
日
平
均
1
人

だ
が
、
8
人
が
利
用
し
た
日
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　

高
野
山
駅
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
利
用
で
き
る
た
め
、
大
き
な
荷

物
を
持
っ
た
来
訪
者
も
助
か
る
だ

ろ
う
。
高
野
山
駅
か
ら
は
南
海
り

ん
か
ん
バ
ス
を
利
用
す
る
。
同
社

高
野
山
営
業
所
の
バ
ス
15
台
の
う

ち
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
は
4
台
だ

が
、「
鉄
道
か
ら
の
情
報
や
お
客
様

か
ら
の
ご
連
絡
に
合
わ
せ
て
車
両

を
手
配
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り

対
応
し
ま
す
」
と
山
登
氏
。
バ
ス

に
は
運
転
士
の
手
慣
れ
た
介
助
で

乗
り
込
め
る
。

乗車した特急「こうや」は、蒔絵のような記念デザインの「黒こうや」。
地色の異なる「赤こうや」と「紫こうや」もある。

1930年開業時の姿をとどめる高野山駅。改札口への連絡通路には高野
霊木（杉）を用い、山の雰囲気を演出している。

車内へは階段昇降機で。最大約30度の斜面を登る
ケーブルカーは、2両編成260人乗り。

駅係員は介助・接遇のスキルアップ研修も受けている。乗車した
特急「こうや」は座席ヘッドカバーや客室通路も特別デザイン。
車掌は全員が女性という。

極楽橋駅のバリアフリートイレ。オストメイト（人工肛門
や人工膀胱を持つ人）対応設備、大人用の多目的シートなど
が完備されている。

車
い
す
利
用
者
に
も
高
齢
者
に
も

安
心
な
高
野
山
参
詣
・
観
光
の
た
め
に

C
o

l
u

m
n

　

今
年
４
月
２
日
か
ら
50
日
間
行
わ
れ
た
開
創

1
2
0
0
年
記
念
大
法
会（
ほ
う
え
）の
期
間
中
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
酸
素
吸
入
器
を
つ
け
た
青
年

が
車
い
す
で
お
母
様
と
高
野
山
へ
お
い
で
に

な
り
、こ
れ
ま
で
に
な
く
混
雑
し
て
い
る
な
か
、

お
母
様
が「
車
い
す
で
バ
ス
に
乗
れ
ま
す
か
？
」

と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
車
両
を
や
り
く
り
し
て
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
に
ご
乗
車
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、お
母

様
は
涙
を
流
し
て
繰
り
返
し「
メ
ル
シ
ー
」と

感
謝
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

鉄
道
は
公
共
交
通
。
そ
の
使
命
は
、
安
全
、

快
適
、低
廉
、正
確
、迅
速
の
５
つ
で
す
が
、よ

り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、駅
や

車
両
、
人
的
介
助
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
高
野
山
へ
の
旅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は
、
２
０
０
０
年
の「
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
」施
行
が
き
っ
か
け
で
す
。
高
野
町

が
２
０
０
６
年
に「
高
野
町
移
動
等
円
滑
化
基

本
構
想
」を
策
定
す
る
際
に
実
施
し
た
調
査
の

結
果
を
参
考
に
取
り
組
み
、
２
０
０
９
年
に
は
、

高
野
町
と
と
も
に「
第
３
回 

国
土
交
通
省
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
推
進
功
労
者
大
臣
表
彰
」を
受
賞

し
ま
し
た
。
今
後
は
、ま
す
ま
す
増
加
す
る
外

国
人
観
光
客
へ
の
対
応
を
含
め
、さ
ら
に
利
用

者
に
配
慮
し
た
公
共
交
通
を
目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

営
業
推
進
室 

営
業
部

や
ま
と
・
た
か
あ
き

山
登 

孝
昭
氏

山
登 

孝
昭
氏

高
野
山
の
旅
で
利
用
す
る
公
共
交
通
は
近
年
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
む
。

ま
ず
は
、
そ
れ
を
利
用
す
る
道
の
り
を
ご
案
内
し
よ
う
。

公
共
交
通
を
乗
り
継
い
で
、

い
ざ
、高
野
山
へ
！

大
阪
の
な
ん
ば
駅
か
ら

特
急
で
約
１
時
間
半

　

今
回
の
旅
の
起
点
は
、
南
海
電

鉄
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅「
な
ん
ば
」。

同
駅
が
始
発
の
特
急「
こ
う
や
」に

乗
る
。
南
海
電
鉄
高
野
線
の
終
着

駅「
極
楽
橋
」ま
で
は
約
１
時
間
20

分
。
そ
こ
で
高
野
山
ケ
ー
ブ
ル（
南

海
電
鉄
鋼
索
線
）に
乗
り
換
え
、わ
ず

か
５
分
で
高
野
山
の
玄
関
口「
高

野
山
駅
」に
到
着
す
る
。

　

高
野
山
は
、
山
の
名
で
は
な
い
。

そ
こ
は
紀
伊
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、１
０
０
０
m
級
の
山
々
を

蓮
の
花
び
ら
の
よ
う
に
周
囲
に
巡

ら
す
標
高
約
９
０
０
m
の
盆
地
だ
。

１
２
０
０
年
前
、空
海
は
こ
の
地
に

道
場
を
開
き
、
社
会
の
安
寧
と

人
々
の
幸
福
を
願
い
、教
え
を
伝
え
、

人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

江
戸
時
代
に
は
7
つ
の
登
山

ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
参
詣
に
は
相
応
の
苦
労
を

伴
っ
た
。
し
か
し
現
代
で
は
、
電

車
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、バ
ス
と
い
っ

た
公
共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
。

ま
た
、近
年
は
、障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
社
会
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
考
え
方
が
広

ま
り
つ
つ
あ
る
。
高
野
山
に
お
い

て
も
、
様
々
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
よ
り
多

く
の
人
が
安
全
・
安
心
に
参
拝
や

特急「こうや」

極楽橋　　駅

高野山駅

なんば駅

南海りんかんバスのノンステップバス。基本的に運転士が乗車
をサポート。車いすは車内でしっかりと固定してくれる。

私がご案内します

壱



金剛峯寺の建物内部には
リフトやスロープが整備
され、車いすで拝観できる。

3つで一度に2000人分の飯を炊ける
「二石の釜」。

山
内
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、金こ
ん
ご
う
ぶ
じ

剛
峯
寺
と
、

二
大
聖
地
の
壇だ
ん
じ
ょ
う
が
ら
ん

上
伽
藍
、奥お
く
の
い
ん

之
院
だ
。

ス
ロ
ー
プ
や
リ
フ
ト
な
ど
の
設
置
が
進
み
、
車
い
す
で
の
参
詣
も
可
能
だ
。

総
本
山
金
剛
峯
寺
と

高
野
山
二
大
聖
地
を
行
く

弐

金
剛
峯
寺

リ
フ
ト
や
ス
ロ
ー
プ
を
備
え
た

金
剛
峯
寺
と
壇
上
伽
藍

　

高
野
山
は
、堂
宮
大
工
で
金
剛
峯

寺
公
認
の
境
内
案
内
人
・
尾
上
恵
治

氏
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
訪
れ
た
の
は
、高
野
山
最
大

の
寺
院
で
真
言
宗
総
本
山
の
金
剛

峯
寺
だ
。
入
口
に
は
リ
フ
ト
、建
物

内
部
に
は
随
所
に
木
製
ス
ロ
ー
プ

が
設
け
ら
れ
、車
い
す
で
ひ
と
と
お

り
拝
観
で
き
る
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、
主
要
な
法

要
が
行
わ
れ
、
高
野
山
の
中
心
で

あ
る
壇
上
伽
藍
。
入
口
は
今
年
再

建
さ
れ
た
中
門
で
、
そ
の
左
側
に

あ
る
ス
ロ
ー
プ
を
上
る
と
、
高
野

山
の
総
本
堂
の
金
堂
、
そ
の
先
に

根こ
ん
ぽ
ん
だ
い
と
う

本
大
塔
が
あ
る
。
根
本
大
塔
は
、

密
教
の
根
本
道
場
を
象
徴
す
る
堂

で
、必
ず
拝
観
し
た
い
。
だ
が
、入

口
は
高
い
基
壇
上
に
あ
り
、ス
ロ
ー

プ
は
な
い
。
す
る
と
、札
所
か
ら
２

人
の
僧
侶
が
駆
け
つ
け
、車
い
す
ご

と
持
ち
上
げ
て
く
れ
た
。
こ
の
対

応
を
尾
上
氏
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
お
寺
で
は
、
高
さ
や
段
差
で
崇

高
さ
を
表
現
す
る
例
も
多
い
。
高

野
山
に
は
、そ
う
い
っ
た
場
所
に
番

僧
を
置
い
て
介
助
さ
せ
る〝
マ
ン
パ

ワ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〞が
古
く
か

ら
あ
る
の
で
す
」

　

壇
上
伽
藍
の
建
物
外
は
ど
こ
で

も
車
い
す
で
行
け
る
が
、
建
物
に

上
が
る
場
合
は
、
僧
侶
を
は
じ
め

職
員
に
遠
慮
な
く
声
を
か
け
よ
う
。

堂
宮
大
工
・

金
剛
峯
寺

境
内
案
内
人

お
の
う
え
・
け
い
じ

尾
上 

恵
治
氏

　私がご案内します

172年ぶりに再建された中門。今年4月2日に落慶法要が行われた。
堂宮大工筆頭として尾上氏が再建の指揮を執り、鎌倉時代の建物が再現された。

壇上伽藍の北西に位置する西塔。内部は金剛界大日如来を中心
とする立体曼陀羅で、胎蔵界大日如来を本尊とする根本大塔と
対をなす。1834年の再建。

壇
上
伽
藍

高さ48.5mの根本大塔。大塔ともいう。内部は胎蔵界大日
如来を中心とする立体曼荼羅。1937年の再建。
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奥之院の参道。中の橋が架かる金の河（三途［さんず］の川の隠語）の先は来世とも。

参道には、階段のある場所にこうしたスロープが適宜設置
されている。写真は御廟橋手前のもの。景観になじむ自然
なデザインだ。

昨年秋、一の橋から約50mの
地点にオープンした光海珈琲。写真は、
高野山の麓・橋本市の特産「ひね鶏」を使った
「ひねキングカレー」。コーヒーは高野山の湧水でいれている。

金剛峯寺の建物内部には
リフトやスロープが整備
され、車いすで拝観できる。

3つで一度に2000人分の飯を炊ける
「二石の釜」。

山
内
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、金こ
ん
ご
う
ぶ
じ

剛
峯
寺
と
、

二
大
聖
地
の
壇だ
ん
じ
ょ
う
が
ら
ん

上
伽
藍
、奥お
く
の
い
ん

之
院
だ
。

ス
ロ
ー
プ
や
リ
フ
ト
な
ど
の
設
置
が
進
み
、
車
い
す
で
の
参
詣
も
可
能
だ
。

総
本
山
金
剛
峯
寺
と

高
野
山
二
大
聖
地
を
行
く

弐

参 

道

金
剛
峯
寺

金
剛
峯
寺

光こ
う
み
か
ふ
ぇ

海
珈
琲

海
珈
琲

海
珈
琲

奥
之
院

御廟橋。正面に見えるのが燈籠堂で、御廟はその裏側。車いすでの参拝は、この橋を
渡らず専用の参拝通路とスロープを使う。

高
野
山
に
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
る

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
大
切
に

C
o

l
u

m
n

　
「
世
界
遺
産
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」と
よ

く
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
質
問
に
は「
高
野
山

と
、あ
な
た
が
ご
来
山
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
世

界
遺
産
で
す
」と
答
え
て
い
ま
す
。1
2
0
0
年

に
わ
た
っ
て
お
参
り
に
来
て
く
れ
る
方
が
い
る
。

そ
れ
が
高
野
山
と
い
う
文
化
的
景
観
を
つ
く
っ

て
き
た
の
で
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
し
て
は
、
金
剛
峯
寺

を
は
じ
め
山
内
の
様
々
な
場
所
で
設
計
・
施
工

を
手
が
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、手
す
り
や
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
も
、助
け
合
い
は
続
け
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
高
野
山
で
は
、人

は
皆
、
一
人
で
は
な
く
、
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
車
い
す
を
喜
ん
で
運
び
上
げ
る
人

の
姿
や
助
け
ら
れ
る
人
の
笑
顔
を
見
て
、周
囲

の
人
の
心
に
も
安
心
が
芽
生
え
る
。
高
野
山
は
、

古
く
か
ら
そ
う
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
で
い
う「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
近
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ハ
ー
ド
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
め
ば
、

さ
ら
に
多
く
の
方
が
訪
れ
て
く
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、高
野
山
に
来
た
ら
助
け
合

う
こ
と
が
う
れ
し
い
と
思
う
高
野
山
の
人
々
の

気
持
ち
を
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
い
う

意
味
で
、車
い
す
も
設
備
も
、人
と
人
を
つ
な
ぐ

ハ
ー
ド
た
り
う
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。

尾
上 

恵
治
氏

1960年生まれ。和歌山県の世界遺産
マスター第2期生。一級建築士でもあり、
中門の再建も指揮した。著書に『世界遺
産マスターが語る高野山』（新評論）が
ある。

快
く
手
助
け
し
て
く
れ
る
。

車
い
す
で
ゆ
っ
く
り
歩
む

奥
之
院
の
参
拝

　

壇
上
伽
藍
と
並
ぶ
高
野
山
の
聖

地
が
奥
之
院
だ
。
高
野
山
東
部
に

広
が
る
領
域
で
、
最
奥
に
空
海
の

御ご
び
ょ
う廟
が
あ
る
。
８
３
５（
承
和
２
）

年
の
入
定
以
来
、空
海
は
今
も
そ
こ

で
瞑
想
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

　

参
拝
は
奥
之
院
の
入
口「
一
の

橋
」か
ら
歩
き
た
い
。
燈
籠
堂（
御

廟
の
拝
殿
）ま
で
の
約
２
㎞
は
石
畳

で
、少
し
傾
斜
の
あ
る
場
所
も
あ
る

が
、
介
助
が
あ
れ
ば
移
動
で
き
る
。

参
道
に
は
車
い
す
対
応
の
ト
イ
レ

が
2
カ
所
あ
る
。

　

燈
籠
堂
の
見
え
る
参
道
最
後
の

橋
、御
廟
橋
に
は
、空
海
が
迎
え
に

来
て
く
れ
る
と
い
う
。
人
々
は
橋

の
手
前
で
帽
子
を
と
っ
て
合
掌
し
、

橋
を
渡
る
。
車
い
す
で
参
拝
す
る

場
合
は
、
橋
の
手
前
で
右
手
に
折

れ
、専
用
の
参
拝
通
路
を
通
る
。
こ

れ
を
進
む
と
、燈
籠
堂
や
御
廟
へ
向

か
う
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
。

　

参
道
脇
の
供
養
塔
や
墓
碑
は
数

十
万
基
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
高

野
攻
め
を
し
た
織
田
信
長
や
敵
軍

の
慰
霊
碑
、
景
教（
キ
リ
ス
ト
教
）の

碑
ま
で
あ
り
、鳥
居
も
多
い
。
こ
こ

で
は
神
仏
が
等
し
く
敬
わ
れ
、
誰

も
が
平
等
だ
。
た
だ
、こ
れ
ら
の
碑

に
は
ス
ロ
ー
プ
が
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
た
め
ご
注
意
を
。

リ
フ
ト
や
ス
ロ
ー
プ
を
備
え
た

金
剛
峯
寺
と
壇
上
伽
藍

　

高
野
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大
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剛
峯

寺
公
認
の
境
内
案
内
人
・
尾
上
恵
治

氏
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
訪
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た
の
は
、高
野
山
最
大

の
寺
院
で
真
言
宗
総
本
山
の
金
剛
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寺
だ
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入
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に
は
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フ
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内
部
に
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に
木
製
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プ

が
設
け
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れ
、車
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す
で
ひ
と
と
お
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拝
観
で
き
る
。

　

次
に
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た
の
は
、
主
要
な
法

要
が
行
わ
れ
、
高
野
山
の
中
心
で

あ
る
壇
上
伽
藍
。
入
口
は
今
年
再

建
さ
れ
た
中
門
で
、
そ
の
左
側
に

あ
る
ス
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プ
を
上
る
と
、
高
野

山
の
総
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堂
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堂
、
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の
先
に
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ぽ
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だ
い
と
う

本
大
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が
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る
。
根
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大
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密
教
の
根
本
道
場
を
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る
堂

で
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た
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だ
が
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は
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に
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が
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と
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す
る
。
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る
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も
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の
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古
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か

ら
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の
で
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上
伽
藍
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建
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外
は
ど
こ
で

も
車
い
す
で
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け
る
が
、
建
物
に

上
が
る
場
合
は
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僧
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宿
坊
で
も
進
む
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

高
野
山
で
宿
泊
す
る
な
ら
ぜ
ひ

宿
坊
を
利
用
し
た
い
。
高
野
山
宿

坊
協
会
の
川
崎
祐
二
氏
に
よ
る
と
、

宿
坊
は
現
在
52
カ
寺
。
ト
イ
レ
は

お
お
む
ね
洋
式
化
さ
れ
、
段
差
の

解
消
、手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
、エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
取
り
組
む
宿

坊
も
増
え
て
い
る
。
川
崎
氏
は「
高

齢
の
た
め
歩
行
に
不
安
が
あ
る
、介

助
者
と
一
緒
に
車
い
す
で
滞
在
し

た
い
と
い
っ
た
お
問
い
合
わ
せ
は

多
い
で
す
」と
語
る
。

　

構
造
上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

困
難
な
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
場

合
は
、ど
の
宿
坊
も
人
的
介
助
で
カ

バ
ー
し
て
い
る
と
い
う
。

　

宿
坊
と
い
え
ば
、朝
の
勤ご

ん
ぎ
ょ
う行、瞑

想
や
写
経
な
ど
の
体
験
の
ほ
か
、精

進
料
理
が
味
わ
え
る
。
胡
麻
豆
腐
、

生な
ま
ふ麩

、高
野
豆
腐
な
ど
当
地
の
食
材

も
楽
し
み
だ
。
精
進
料
理
は
、仏
戒

に
基
づ
き
肉
や
魚
貝
、ス
パ
イ
ス
や

臭
い
の
強
い
ネ
ギ
な
ど
も
使
わ
な

い
。
そ
し
て
精
進
と
は
、仏
道
修
行

に
専
心
す
る
こ
と
。
シ
ン
プ
ル
に

見
え
る
が
、工
夫
と
手
間
を
惜
し
ま

ず
に
つ
く
る
。

　

食
べ
る
の
も
修
行
の
ひ
と
つ
だ
。

命
を
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
し
て

か
み
し
め
、も
て
な
し
の
心
を
も
い

た
だ
く
と
、自
然
を
含
む
す
べ
て
の

つ
な
が
り
の
あ
り
が
た
さ
が
感
じ

ら
れ
た
気
が
し
た
。

一
般
社
団
法
人

高
野
山
宿
坊
協
会

所
長
代
理

か
わ
さ
き
・
ゆ
う
じ

川
崎 

祐
二
氏 

◉平安時代中期の創建
◉空海手彫りの秘仏・波切不動明王が本尊

◉約870年前の久安年間に開創
◉エレベーターを設置するなど
　バリアフリー化に注力

精進料理は、一般的に本膳と二の膳からなる。
写真は南院の秋冬のスタンダードな献立。

總持院の精進料理（10月の二の膳）。揚物や煮物が並ぶ
二の膳は、とりわけ季節感が溢れる。京都で20年以上
の修行を積んだ料理長による現代風な精進懐石料理。

洋式トイレ、段差のない浴室付きの客室のほか、
布団での寝起きに苦労する方のためにベッド
の部屋もある。

参

◉約890年前の大治年間に開創
◉宿泊棟はすべて車いすで移動
　できるように改装済み

普賢院の浴室。高野山の湧水を沸かす高野槙（まき）製の浴槽
は掘り下げ式に近く、またぐ高さが低い。室内は介助者も動
きやすい広さだ。

私がご案内します

南な
ん
い
ん院

普ふ
げ
ん
い
ん

賢
院

總そ
う
じ
い
ん

持
院

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
る
宿
坊
で

高
野
山
の
味
わ
い

も
満
喫

日
帰
り
が
難
し
か
っ
た
立
地
上
、

寺
院
の
多
く
は
古
く
か
ら
の
宿
坊
だ
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み
は
、

も
ち
ろ
ん
宿
坊
で
も
進
ん
で
い
る
。
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高野町 企画公室 企画・広報係長

辻本 和也氏

つじもと・かずや●1994年、
高野町役場入庁。総務課、企
画課などを経て、2011年、企
画財政課IT推進係長に就任。
同課企画係長を経て、2015
年4月より現職。

山内の随所にある観光案内板の書体や絵、表示方法などを統一。
情報提供におけるバリアフリー化といえる。

高野町は2008年に景観行政団体となった。トイレのバリアフリー化
を推進する際にも景観に配慮したデザインを採用している。
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◉平安時代中期の創建
◉空海手彫りの秘仏・波切不動明王が本尊

◉約870年前の久安年間に開創
◉エレベーターを設置するなど
　バリアフリー化に注力

精進料理は、一般的に本膳と二の膳からなる。
写真は南院の秋冬のスタンダードな献立。

總持院の精進料理（10月の二の膳）。揚物や煮物が並ぶ
二の膳は、とりわけ季節感が溢れる。京都で20年以上
の修行を積んだ料理長による現代風な精進懐石料理。

洋式トイレ、段差のない浴室付きの客室のほか、
布団での寝起きに苦労する方のためにベッド
の部屋もある。

参

◉約890年前の大治年間に開創
◉宿泊棟はすべて車いすで移動
　できるように改装済み

普賢院の浴室。高野山の湧水を沸かす高野槙（まき）製の浴槽
は掘り下げ式に近く、またぐ高さが低い。室内は介助者も動
きやすい広さだ。

i n t e r v i e w

住民と参拝者、観光客のために
町内のバリアフリー化を推進

バリアフリー化でゆっくり旅が増加

　高野町では、2006年に「高野町移動等円滑化基本構想」を策定
しました。「バリアフリー新法」が施行された同年のことです。以
後継続的に、関係機関・事業者と連携しながら、極楽橋駅と高野山
駅のバリアフリー化、山内11カ所の公衆トイレの多機能トイレ化、
ノンステップバスの導入、スクランブル交差点の導入、観光案内板
のデザイン統一、ベンチ整備などを進めてきました。
　取り組みのきっかけは、高野山へお越しになる方々の声です。場
所柄、来訪者はやはり高齢者が多く、トイレや公共交通、宿泊施設
のバリアフリー化を望む声は、以前から数多く寄せられていました。
　最大の問題は、ケーブルカーでした。プラットホームは階段状に
せざるをえず、高野山の場合、かなりの急勾配で足の悪い方には危
険でした。車いす利用者に対して、以前は、複数の駅係員が車いす
ごと持ち上げてホームを上っていたのです。そのため、車いすはも
ちろん、杖や介助を必要とする方は、ケーブルカーを避け、自動車
で来られることがほとんどでした。
　駅をバリアフリー化したあとは、鉄道とケーブルカーで来られる
方が増え、昨年度は、来訪者約142万人のうち約2割の約27万人
が公共交通を利用して高野山へ来られました。「今まで車で行くし
かなかったが、鉄道とケーブルカーでのんびり行けるようになって
よかった」という感謝の声もいただいています。

高野山だからこそ、どんな方にも優しいまちに

　高野山は今、来訪者の7割が観光客で、首都圏や海外からの個人
旅行者が増えています。こうした方々のほとんどは鉄道とケーブ
ルカーで来られて、山内を徒歩で周遊されます。参拝者の減少は残
念ですが、歩いてゆっくりと高野山を楽しむ方が増えているのは
うれしい限りです。
　高野町では現在「高野町総合交通計画」のもと、歩いて周遊でき
る観光地づくりに注力しています。渋滞や路上駐車をなくし、昔の
荘厳な高野山を取り戻す。そこをゆっくり歩いてこそ“本当の高
野山”を肌で感じられるというコンセプトです。となると、バリア
フリー化は、やはり地域全体に及ぶ必要がありますが、それは住
民にとっても必須です。高齢化で自動車を運転しなくなった方々
が増え、公共交通の重要性は高まっていますし、高齢者がより安全
に、安心して暮らせるまちづくりがこの先ますます重要になって
きます。
　もっとも、本当のバリアフリー化は、ハードの整備だけでは完成
しません。ノンステップバスに乗ろうにも介助は必要です。皆で
理解し、力を合わせて一人の人を支える「心のバリアフリー」も大
切ですね。
　以前、「お大師様が開かれた高野山ともあろう場所が、バリアフ
リーに対応していないとは……」というお叱りの手紙をいただい
たことがあります。私もいつか高齢者となりますが、それでもや
はり高野山に来たいと思います。お大師様の高野山だからこそ、
どんな方でも平等にお越しいただける、住み続けられる場所であ
りたいと願っています。

私がご案内します
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ー

ザ

ー

訪

問

毎
日
約
２
万
人
が

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
は
、地

上
60
階
建
て
、
高
さ
約
２
４
０
ｍ

の
超
高
層
ビ
ル「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

60
」、ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー

ト
ビ
ル
、
専
門
店
街
ア
ル
パ
、
文

化
会
館
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
な
ど

が
一
体
と
な
っ
た
大
規
模
複
合

施
設
で
、
延
床
面
積
は
58
万
㎡
を

超
え
る
。
東
京
を
代
表
す
る
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
、
通
常
の
土
日
で

1
日
当
た
り
9
〜
10
万
人
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
休
み

に
は
1
日
当
た
り
約
13
万
人
が

訪
れ
る
。
2
0
1
4
年
度
に
は

年
間
来
場
者
数
が
3
0
5
0
万

人
に
達
し
た
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
は
9
階
か
ら
57
階
ま
で

が
オ
フ
ィ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
テ

ナ
ン
ト
社
数
は
約
1
0
0
、
在
勤

者
数
は
約
1.2
万
を
数
え
る
。
毎

日
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
ビ
ル
内

を
行
き
来
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て

大
き
い
。
設
置
さ
れ
て
い
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
全
部
で
41
台
あ

り
、
そ
の
う
ち
33
台
が
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
製
で
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
低
層
階
・
中
層
階
・
高
層

階
な
ど
、
停
止
す
る
階
床
別
に

5
グ
ル
ー
プ（「
バ
ン
ク
」と
呼
ぶ
）

に
分
か
れ
て
お
り
、
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
は
1
〜
4
バ
ン
ク
を
担
当

す
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
建
物
に

長
周
期
地
震
動
対
策

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
、2
0
0
8

年
の
開
業
30
周
年
の
節
目
を
見

据
え
て
、
2
0
0
0
年
初
頭
以

降
、
昇
降
機
を
含
む
設
備
全
体
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
順
次
進

め
て
き
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

限
っ
て
も
、
超
高
層
ビ
ル
で
、
し

か
も
こ
れ
だ
け
の
台
数
が
あ
る

た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
時
間

も
手
間
も
か
か
る
。
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
で
は
、
2
0
0
6
年
か
ら

各
バ
ン
ク
ご
と
に
1
台
ず
つ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
進
め
、
最
終

的
に
は
2
0
1
1
年
に
全
工
程

を
完
了
し
た
。

　

株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ 

管
理
部
長
の
山
田
裕
三
氏

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
振
り

返
っ
て
こ
う
語
る
。

　
「
私
は
以
前
、
昇
降
機
の
管
理

担
当
だ
っ
た
の
で
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
が
、当
時
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
停
止
時
の
段
差
や
シ
ョ
ッ
ク

を
軽
減
し
て
ほ
し
い
、
待
ち
時
間

を
短
く
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご

要
望
が
、
お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
へ
の

入
居
者
が
増
え
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
思
い
切
っ
て
す
べ
て
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
乗
り

心
地
が
改
善
さ
れ
た
の
に
加
え
、

車
い
す
を
お
使
い
の
方
用
の
呼

interview

大規模複合施設内の中核ビルとして
ハード・ソフトの両面で進化を続ける
超高層ビルの代名詞として、2008年に開業30周年の節目を迎えた「サンシャイン60」は、
2006年以降エレベーターのリニューアル工事を進めてきた。その工事の完了後には、
建物内の入退室管理とエレベーターとを連動させた新しいセキュリティ機能を導入し、
来訪者や在勤者の安心・安全・快適の向上に日々努めている。
ビルを管理する株式会社サンシャインシティの方々に、これらの経緯や苦労について伺った。

サンシャイン60vol.13 導入事例

乗 り 心 地、
いかがですか？

株式会社サンシャインシティ
管理部次長
若林 智彦氏
わかばやし・ともひこ

株式会社サンシャインシティ
管理部長
山田 裕三氏
やまだ・ゆうぞう

株式会社サンシャインシティ
管理部次長
岡田 満氏
おかだ・みつる

株式会社サンシャインシティ
管理部
米澤 翔氏
よねざわ・しょう
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ど

が
一
体
と
な
っ
た
大
規
模
複
合

施
設
で
、
延
床
面
積
は
58
万
㎡
を

超
え
る
。
東
京
を
代
表
す
る
人

気
ス
ポ
ッ
ト
で
、
通
常
の
土
日
で

1
日
当
た
り
9
〜
10
万
人
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆
休
み

に
は
1
日
当
た
り
約
13
万
人
が

訪
れ
る
。
2
0
1
4
年
度
に
は

年
間
来
場
者
数
が
3
0
5
0
万

人
に
達
し
た
ほ
ど
だ
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
は
9
階
か
ら
57
階
ま
で

が
オ
フ
ィ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
テ

ナ
ン
ト
社
数
は
約
1
0
0
、
在
勤

者
数
は
約
1.2
万
を
数
え
る
。
毎

日
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
ビ
ル
内

を
行
き
来
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て

大
き
い
。
設
置
さ
れ
て
い
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
全
部
で
41
台
あ

り
、
そ
の
う
ち
33
台
が
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
製
で
あ
る
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
低
層
階
・
中
層
階
・
高
層

階
な
ど
、
停
止
す
る
階
床
別
に

5
グ
ル
ー
プ（「
バ
ン
ク
」と
呼
ぶ
）

に
分
か
れ
て
お
り
、
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
は
1
〜
4
バ
ン
ク
を
担
当

す
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
建
物
に

長
周
期
地
震
動
対
策

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
は
、2
0
0
8

年
の
開
業
30
周
年
の
節
目
を
見

据
え
て
、
2
0
0
0
年
初
頭
以

降
、
昇
降
機
を
含
む
設
備
全
体
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
順
次
進

め
て
き
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

限
っ
て
も
、
超
高
層
ビ
ル
で
、
し

か
も
こ
れ
だ
け
の
台
数
が
あ
る

た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
時
間

も
手
間
も
か
か
る
。
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
で
は
、
2
0
0
6
年
か
ら

各
バ
ン
ク
ご
と
に
1
台
ず
つ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
進
め
、
最
終

的
に
は
2
0
1
1
年
に
全
工
程

を
完
了
し
た
。

　

株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ 

管
理
部
長
の
山
田
裕
三
氏

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
振
り

返
っ
て
こ
う
語
る
。

　
「
私
は
以
前
、
昇
降
機
の
管
理

担
当
だ
っ
た
の
で
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
が
、当
時
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
停
止
時
の
段
差
や
シ
ョ
ッ
ク

を
軽
減
し
て
ほ
し
い
、
待
ち
時
間

を
短
く
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
ご

要
望
が
、
お
客
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
へ
の

入
居
者
が
増
え
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
思
い
切
っ
て
す
べ
て
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
乗
り

心
地
が
改
善
さ
れ
た
の
に
加
え
、

車
い
す
を
お
使
い
の
方
用
の
呼

び
ボ
タ
ン
や
操
作
盤
、
手
す
り
、

ミ
ラ
ー
、
オ
ー
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
も

設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
待
ち
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
、
各
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
動
き

を
最
適
化
す
る
群
管
理
シ
ス
テ

ム
も
採
用
さ
れ
た
。

　

管
理
部
次
長
の
若
林
智
彦
氏

は「
そ
の
後
オ
フ
ィ
ス
人
口
が
急

増
し
、
朝
晩
の
出
退
勤
時
間
や
昼

休
み
に
は
利
用
者
が
集
中
す
る

の
で
、
群
管
理
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
今
頃
ど

う
な
っ
て
い
た
こ
と
か
」と
語
る
。

　

ま
た
、
安
全
性
を
さ
ら
に
強
化

す
る
た
め
に
、
防
災
対
策
に
も
注

力
し
た
。
例
え
ば
地
震
対
策
の

一
環
と
し
て
、
大
規
模
地
震
が
発

生
し
た
際
の
長
周
期
地
震
動
で

ロ
ー
プ
が
絡
ま
る
の
を
防
止
す

る
装
置
も
導
入
し
た
。

　

管
理
部
次
長
で
技
術
担
当
の

岡
田
満
氏
は「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ

け
で
な
く
、
建
物
に
対
す
る
長
周

期
地
震
動
対
策
工
事
も
2
0
1
4

年
に
着
工
し
、
2
0
1
6
年
9

月
末
に
竣
工
予
定
で
す
」と
語
る
。

こ
れ
は
長
周
期
地
震
動
を
吸
収

す
る
3
種
類
の
ダ
ン
パ
ー
を
組

み
合
わ
せ
て
設
置
す
る
日
本
初

の
工
法
だ
。

カ
ー
ド
キ
ー
に
よ
っ
て

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
強
化

　
「
テ
ナ
ン
ト
の
お
客
様
に
も
、

来
訪
さ
れ
る
お
客
様
に
も
、
安

全
・
安
心
、
そ
し
て
快
適
性
を
提

供
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
山
田
氏

は
語
る
。
そ
の
た
め
に
、
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
60
で
は
、
2
0
1
4
年

4
月
に
一
部
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
導
入
し
、

2
0
1
5
年
9
月
に
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
全
台
へ
の
導
入
を
実
施
し

た
。
こ
の
機
能
で
は
、
夜
間
な
ど

設
定
し
た
時
間
帯
や
、
フ
ロ
ア
の

interview

大規模複合施設内の中核ビルとして
ハード・ソフトの両面で進化を続ける
超高層ビルの代名詞として、2008年に開業30周年の節目を迎えた「サンシャイン60」は、
2006年以降エレベーターのリニューアル工事を進めてきた。その工事の完了後には、
建物内の入退室管理とエレベーターとを連動させた新しいセキュリティ機能を導入し、
来訪者や在勤者の安心・安全・快適の向上に日々努めている。
ビルを管理する株式会社サンシャインシティの方々に、これらの経緯や苦労について伺った。

サンシャイン60

住所： 東京都豊島区東池袋3-1-1
施設： 地下4階 地上60階 塔屋3階建て
 延床面積190,595㎡
 基準階床面積3,159.36㎡
 開業1978年
概要： 池袋副都心構想の中核施設として、また大規模

民活プロジェクトの第1号として1978年にオ
ープン。サンシャイン60を核とするサンシャ
インシティは、オフィス、商業施設、アミューズ
メント施設、文化施設、ホテルなどを擁する日
本屈指の大規模複合施設で、年間約3050
万人が来訪する。

サンシャイン60

vol.13 導入事例

乗 り 心 地、
いかがですか？

▶「車いす兼用エレベーター」
を一部導入し、より多くの利用
者の利便性を高めた。

▲エレベーターは群管理システムによって制御され、効率的な運行管理がされている。

株式会社サンシャインシティ
管理部次長
若林 智彦氏
わかばやし・ともひこ

株式会社サンシャインシティ
管理部長
山田 裕三氏
やまだ・ゆうぞう

株式会社サンシャインシティ
管理部次長
岡田 満氏
おかだ・みつる

株式会社サンシャインシティ
管理部
米澤 翔氏
よねざわ・しょう



入
居
者
全
員
が
退
勤
し
た
あ
と

は
、
か
ご
室
内
の
行
先
階
ボ
タ
ン

を
押
し
て
も
反
応
し
な
い
。
入
居

者
が
持
つ
I
C
カ
ー
ド
を
か
ご

室
内
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ

す
こ
と
で
、利
用
権
限
の
あ
る
行

先
階
の
ボ
タ
ン
の
み
反
応
す
る

よ
う
に
な
る
仕
組
み
だ
。

　
「
防
犯
カ
メ
ラ
も
併
せ
て
設
置

し
、
警
備
本
部
が
遠
隔
監
視
で
き

る
よ
う
に
も
し
た
の
で
、
業
務
の

効
率
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
」

と
若
林
氏
は
語
る
。

　

防
災
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
超

高
層
ビ
ル
で
は
ハ
ー
ド
面
の
整

備
と
と
も
に
、
運
用
や
保
守
管
理

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
改
善
も
重
要
に

な
る
。
2
0
1
1
年
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
池
袋
も

震
度
5
弱
に
襲
わ
れ
た
が
、
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
60
の
ハ
ー
ド
面
に
被
害

は
な
か
っ
た
。
問
題
は
、
地
震
で

停
止
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
復

旧
作
業
だ
が
、
そ
の
際
、
東
芝
エ

レ
ベ
ー
タ
に
は
ず
い
ぶ
ん
助
け

ら
れ
た
と
山
田
氏
は
語
る
。

　
「
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保
守
担

当
の
方
が
、夜
間
や
土
日
も
対
応

し
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
も
徹
夜

で
作
業
を
進
め
て
く
れ
ま
し
た
」

　

今
年
９
月
12
日
、
最
大
震
度
5

弱
の
地
震
が
6
時
前
に
発
生
し

た
時
も
、「
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

助
か
り
ま
し
た
。
対
応
の
早
さ
は
、

オ
フ
ィ
ス
賃
貸
で
も
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」と
若
林

氏
は
評
価
す
る
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
は

日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要

　

山
田
氏
は
、東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
の
保
守
担
当
の
誠
実
な
対

応
に
満
足
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
機
械
で

す
か
ら
、故
障
や
不
具
合
を
完

全
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
重
要
な
の
は
、そ
れ
に

対
し
て
迅
速
か
つ
真
剣
に
対

応
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち

が
帰
宅
し
て
い
る
夜
間
や
土

日
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
何
か

あ
れ
ば
、私
た
ち
が
出
勤
し
て

か
ら
す
ぐ
に
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
は
必
ず
報
告
し
て
く
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、当
社
の
防
災

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
連
絡
は
入

り
ま
す
が
、東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

は
技
術
的
な
要
素
を
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
る
の
で
、お
客

様
に
正
確
に
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
、助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

現
在
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
管

理
を
担
当
し
て
い
る
管
理
部

の
米
澤
翔
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保
守
担

当
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や
す

く
丁
寧
で
す
。
一
方
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

も
、
お
客
様
の
た
め
に
営
業
時
間

内
の
不
具
合
を
な
る
べ
く
減
ら

し
て
い
き
た
い
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
日
頃
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

山
田
氏
は
か
つ
て
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
前
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
管

理
し
て
い
た
時
代
を
思
い
出
し
、

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て

く
れ
た
。

　
「
古
い
機
械
は
、
丁
寧
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
す
れ
ば
意
外
と
長
持

ち
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
部
品

の
劣
化
な
ど
に
よ
り
想
定
外
の

故
障
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
私
が
担
当
し
て
い

た
頃
も
想
定
外
の
不
具
合
が
発

生
し
た
こ
と
が
あ
り
、
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
に
連
絡
す
る
と
、
す
ぐ
に

対
応
し
て
く
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
今
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
そ
れ
で
も
毎
日
古
く
な
っ

て
い
く
。な
る
べ
く
劣
化
を
防
ぎ
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は
日

頃
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不

可
欠
で
す
。
保
守
担
当
の
方
に
は
、

今
後
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
は
今
後
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
も
予
定
し
て
お
り
、
工
事
の
進

め
方
を
現
在
検
討
中
だ
と
い
う
。

安
全
・
安
心
・
快
適
を
さ
ら
に
追

求
す
る
た
め
に
、サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
管
理
部
に
は
、当
面
、
席

を
温
め
る
暇
は
な
さ
そ
う
だ
。

▲エレベーターのかご室内。定員は23名。

▶かご室の壁面に設置されたカードリーダー。
ICカードをかざして利用する。
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入
居
者
全
員
が
退
勤
し
た
あ
と

は
、
か
ご
室
内
の
行
先
階
ボ
タ
ン

を
押
し
て
も
反
応
し
な
い
。
入
居

者
が
持
つ
I
C
カ
ー
ド
を
か
ご

室
内
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ

す
こ
と
で
、利
用
権
限
の
あ
る
行

先
階
の
ボ
タ
ン
の
み
反
応
す
る

よ
う
に
な
る
仕
組
み
だ
。

　
「
防
犯
カ
メ
ラ
も
併
せ
て
設
置

し
、
警
備
本
部
が
遠
隔
監
視
で
き

る
よ
う
に
も
し
た
の
で
、
業
務
の

効
率
が
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
」

と
若
林
氏
は
語
る
。

　

防
災
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
超

高
層
ビ
ル
で
は
ハ
ー
ド
面
の
整

備
と
と
も
に
、
運
用
や
保
守
管
理

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
改
善
も
重
要
に

な
る
。
2
0
1
1
年
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
池
袋
も

震
度
5
弱
に
襲
わ
れ
た
が
、
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
60
の
ハ
ー
ド
面
に
被
害

は
な
か
っ
た
。
問
題
は
、
地
震
で

停
止
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
復

旧
作
業
だ
が
、
そ
の
際
、
東
芝
エ

レ
ベ
ー
タ
に
は
ず
い
ぶ
ん
助
け

ら
れ
た
と
山
田
氏
は
語
る
。

　
「
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保
守
担

当
の
方
が
、夜
間
や
土
日
も
対
応

し
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
の
時
も
徹
夜

で
作
業
を
進
め
て
く
れ
ま
し
た
」

　

今
年
９
月
12
日
、
最
大
震
度
5

弱
の
地
震
が
6
時
前
に
発
生
し

た
時
も
、「
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
き

助
か
り
ま
し
た
。
対
応
の
早
さ
は
、

オ
フ
ィ
ス
賃
貸
で
も
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」と
若
林

氏
は
評
価
す
る
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
は

日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要

　

山
田
氏
は
、東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
の
保
守
担
当
の
誠
実
な
対

応
に
満
足
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
機
械
で

す
か
ら
、故
障
や
不
具
合
を
完

全
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
重
要
な
の
は
、そ
れ
に

対
し
て
迅
速
か
つ
真
剣
に
対

応
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち

が
帰
宅
し
て
い
る
夜
間
や
土

日
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
何
か

あ
れ
ば
、私
た
ち
が
出
勤
し
て

か
ら
す
ぐ
に
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
は
必
ず
報
告
し
て
く
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、当
社
の
防
災

セ
ン
タ
ー
か
ら
も
連
絡
は
入

り
ま
す
が
、東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

は
技
術
的
な
要
素
を
詳
し
く

説
明
し
て
く
れ
る
の
で
、お
客

様
に
正
確
に
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
、助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

現
在
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
管

理
を
担
当
し
て
い
る
管
理
部

の
米
澤
翔
氏
は
こ
う
語
る
。

　
「
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
保
守
担

当
の
方
の
説
明
は
わ
か
り
や
す

く
丁
寧
で
す
。
一
方
で
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

も
、
お
客
様
の
た
め
に
営
業
時
間

内
の
不
具
合
を
な
る
べ
く
減
ら

し
て
い
き
た
い
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
日
頃
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」

　

山
田
氏
は
か
つ
て
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
前
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
管

理
し
て
い
た
時
代
を
思
い
出
し
、

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て

く
れ
た
。

　
「
古
い
機
械
は
、
丁
寧
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
す
れ
ば
意
外
と
長
持

ち
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
部
品

の
劣
化
な
ど
に
よ
り
想
定
外
の

故
障
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
私
が
担
当
し
て
い

た
頃
も
想
定
外
の
不
具
合
が
発

生
し
た
こ
と
が
あ
り
、
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
に
連
絡
す
る
と
、
す
ぐ
に

対
応
し
て
く
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
。
今
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
そ
れ
で
も
毎
日
古
く
な
っ

て
い
く
。な
る
べ
く
劣
化
を
防
ぎ
、

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は
日

頃
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不

可
欠
で
す
。
保
守
担
当
の
方
に
は
、

今
後
も
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
で
は
今
後
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
も
予
定
し
て
お
り
、
工
事
の
進

め
方
を
現
在
検
討
中
だ
と
い
う
。

安
全
・
安
心
・
快
適
を
さ
ら
に
追

求
す
る
た
め
に
、サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
管
理
部
に
は
、当
面
、
席

を
温
め
る
暇
は
な
さ
そ
う
だ
。

工事スケジュールの調整に奔走

　2012年、東京北支店に異動した免出尉
志は、サンシャインシティを担当すること
になった。以前、板橋区に住んでいたこと
がある免出にとって、近くにあるサンシャ
インシティは身近な存在だった。「これほど
大規模で有名な複合施設を担当することに、
やりがいを感じました」という。
　免出はそれまで、建物の用途変更に伴う
エレベーターの改修工事の営業を主に担当
しており、大規模複合施設の保守や改修
工事の契約を担当するのは初めての経験
だった。
　「カードキーなどセキュリティ機能の追
加や長周期地震動対策など、サンシャイン
シティ様から注文をいただくにあたり、当
然納期があります。しかし、昼間は多くの
方々が出入りされるので、大きな工事は実
施できません。どうしても夜間や休日、正
月などの長期休暇中に集中的に施工するこ
とになり、工場や工事作業者との調整、サ
ンシャインシティ様との日程調整などが必
要になります。それが一番大変でした」
　トラブルは夜間、休日に発生することが
あり、休んでいる技術者を呼び出す場合も
あった。しかし、免出は「困難があったか
らこそお客様との信頼関係が強くなった」
とほほえんだ。

メーカーの立場から

大規模複合施設を守る
醍醐味

●営業の役割 ●保守の役割

些細なトラブルにも迅速に対応

　坂井誠は2012年に池袋営業所に異動し、
サンシャインシティの保守担当となった。池
袋営業所は、サンシャインシティに納入した
昇降機の安全・安心・快適を担う保守業務の
最前線だ。坂井はサンシャインシティの保守
点検を担当したのち、現在は保守点検を行
う技術員の安全・業務管理を主に行っている。
　坂井のもとで現場を担当するのが渡辺寛
士である。渡辺は2014年6月からサンシャ
インシティを担当している。当初は坂井の
現場作業に同行して作業手順を学び、2015
年4月からはチーフとして自ら保守点検の
計画を立て、作業を任されるようになった。
　坂井はサンシャインシティの保守業務の
難しさについてこう語る。
　「特殊な部品は、営業所に在庫を置いて
いないことがあります。部品交換が必要な
際、特殊な部品であっても早急に交換すべ
く関係部門との連携が重要です。また、不
具合が発生した際、そのひとつの不具合が
何台の昇降機に影響する事象なのか、規模
を見極めるのが難しい。そのため、どんな
に些細な不具合でも、広い視野を持って迅
速に対応しています」
　現場を仕切っている渡辺はこう語る。
　「特に営業時間内は、不具合の発生と昇
降機の使用休止、どちらも極力避けなけれ

ばなりません。そのため、営業時間前の点
検で不具合の兆候を発見した場合、営業時
間までに不具合の芽を摘み取ったうえで通
常どおり昇降機を使用いただくか、それと
も昇降機の使用を休止し、夜間に安全性を
確認したうえで使用を再開すべきかを判断
する必要があります。サンシャインシティ様
にも連絡し、最良の対応を心がけています」
　大規模複合施設において、エスカレー
ターは必要不可欠だが、営業時間中は絶え
間なく多くの方にご利用いただくため、点
検作業にはことのほか気を遣う。
　「エスカレーターでは、ご利用者が転倒・
転落したり、衣服の裾や靴が機器に巻き込
まれたりすることがあり、そうした際に被
害を軽減すべく多くの安全装置が装備され
ています。ご利用者の安全を守るため、入
念に点検しています」と坂井はいう。
　渡辺にとっても、これほど大規模な複合
施設を担当するのは初めてである。
　「点検台数が多く、部品交換や点検作業
のたびに多くの仲間に協力してもらってい
ます。チームワークによって仕事をやり遂げた
時には充実感があります。お客様に感謝の
言葉をいただくと、本当にうれしいですね」
　坂井や渡辺のような保守のプロフェッ
ショナルが、サンシャインシティの昇降機
の安全・安心・快適を守っている。

▲エレベーターのかご室内。定員は23名。

クリスマスイベントのイメージ。

▶かご室の壁面に設置されたカードリーダー。
ICカードをかざして利用する。

　
東芝エレベータ
東京支社　東京北支店
池袋営業所
フィールドエンジニア

渡辺 寛士
わたなべ・かんじ

　
東芝エレベータ
東京支社　東京北支店
池袋営業所
シニアフィールドエンジニア

坂井 誠
さかい・まこと

保守

東芝エレベータ
東京支社　東京北支店
営業担当
営業主任（当時）

免出 尉志
めんで・やすし
（現在）
中部支社　営業第二部
ビルシステム営業第一担当
ビルシステム営業主任

営業

右

中

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
は
、

2
0
1
5
年
11
月
12
日
か
ら
12
月

25
日
ま
で
ク
リ
ス
マ
ス
特
別
企
画

「
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
・
ス
タ
ー
・
ク
リ
ス

マ
ス
2
0
1
5　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
〜
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
あ
な
た
に

贈
る
ク
リ
ス
マ
ス
〜
」を
開
催
す
る
。

　

噴
水
広
場
に
は
、
南
極
の
オ
ー

ロ
ラ
の
世
界
を
表
現
し
た「
ト
ゥ
イ

ン
ク
ル
・
オ
ー
ロ
ラ
・
ツ
リ
ー
」が

登
場
す
る
。
こ
れ
は「
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム〝
満
天
〞in 

Sunshine C
ity

」
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
高
さ
16
ｍ
の
オ

ブ
ジ
ェ
に
点
灯
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
オ
ー
ロ
ラ
が
浮

か
び
上
が
る
仕
組
み
だ
。
ス
ペ
イ

ン
階
段
で
は
昨
年
大
好
評
だ
っ
た

「
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」を
本
年
も
実
施
。
水

族
館
で
は
水
中
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
サ
ン
タ
ダ
イ
ブ
」を
行
う
。

　

現
在
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
の
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
60
展
望
台
は
、
2
0
1
6

年
春
に
新
た
な
装
い
で
生
ま
れ
変

わ
る
た
め
、来
年
は
新
展
望
台
も
期

待
で
き
る
。

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は

特
別
イ
ベ
ン
ト
を
開
催



1

「
桔
」と
い
う
字
に
は「
け
つ
」

と
か「
き
つ
」と
い
う
音
読
み

だ
け
が
あ
り
、
訓
読
み
な
し
。

意
味
は「
は
ね
つ
る
べ
」。
乾

濠
と
平
川
濠
の
間
に
架
か
る

「
跳
ね
橋
」の
下
は
水
面
ま
で

約
20
ｍ
。

文
献
に「
竹
橋
御
門
へ
く
だ
る
小
坂
を
い
ふ
。
む
か
し
此
所
に
尾
紀

の
両
御
殿
あ
り
し
な
り
」と
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
は
小
坂
で
は
な
く

ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
プ
で
、
屋
敷
も
８
０
０
ｍ
以
上
先
の
坂
上
で
し
た
。

明
暦
の
大
火（
明
暦
３﹇
１
６
５
７
﹈年
）を
契
機
に
、御
三
家
の
屋
敷
は

郭
外
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

6
7 8

江
戸
城
と
い
え
ば
、

紀
伊
国
坂
？

　

歴
史
大
好
き
女
子
の
ほ
ー
り
ー

で
す
。
芳
賀
啓
師
匠
と
と
も
に
東

京
の
デ
ィ
ー
プ
な
歴
史
散
策
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
！

　

今
回
は
江
戸
城
の
正
門
だ
っ
た

大
手
門
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
高
麗

門（
※
１
）と
渡
り
櫓

や
ぐ
ら

門（
※
２
）か
ら

な
る
右
折
れ
桝ま

す

形
の
堅
牢
な
つ
く

り
は
天
下
の
王
城
に
ふ
さ
わ
し
く

圧
巻
で
す
。
石
垣
が
見
事
な
濠ほ

り
ば
た端

を
横
目
に
歩
い
て
い
く
と〝
紀
伊
国

坂
〞と
い
う
標
識
の
立
つ
緩
や
か
〜

な
坂
道
に
到
着
。
師
匠
曰い

わ

く
、こ
の

あ
た
り
に
は
徳
川
家
康
が
江
戸
に

や
っ
て
く
る
前
か
ら
す
で
に
古
街

道
が
通
っ
て
い
て
、江
戸
時
代
初
期

に
江
戸
城
を
東
西
に
貫
く
ロ
ン
グ

ス
ロ
ー
プ
が
整
備
さ
れ
た
の
だ
そ

う
。
坂
道
を
上
り
き
っ
た
場
所
に

徳
川
御
三
家
の
紀
伊
大
納
言
家
の

屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
名
前
の
由

来
で
、小
泉
八
雲
の「
貉む

じ
な

」の
舞
台
に

も
な
っ
た
場
所
な
ん
だ
と
か
。
ム

ジ
ナ
と
は
狸た

ぬ
き

の
こ
と
で
、現
在
も
皇

居
周
辺
を
縄
張
り
と
す
る〝
御
所
狸

一
族
〞を
は
じ
め
、
東
京
23
区
内
に

約
１
０
０
０
匹
も
生
息
し
て
い
る

ん
で
す
っ
て
。
へ
〜
！

行
け
、坂
道
へ
！

　
　

江
戸
城
は
武
蔵
野
台
地
の
東
端

に
つ
く
ら
れ
、江
戸
時
代
初
期
ま
で

は
目
の
前
の
日
比
谷
、大
手
町
の
あ

【
新
連
載
】

正
面
門
の
こ
と
。

古
く
は
城
郭
の
出

入
口
を「
虎
口（
こ
ぐ

ち
）」と
い
っ
て
お
り
、

大
手
門
も
虎
口
の

ひ
と
つ
。
で
も
、
こ

こ
は
元
来
地
盤
が

弱
く
、
東
日
本
大
震

災
で
も
大
き
く
破

損
し
て
、
修
復
さ
れ

た
ば
か
り
。

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　
（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門
人
＆
文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師

匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

【注】 ※1：門の形式のひとつで、城に多用されている。　※2：石垣同士を結んで渡された櫓（渡り櫓）の下にある門。

第
1
回



1

北桔橋からの風景。このあたりにムジナが棲んで
いたとか。

❷
紀
伊
国
坂

❸
北き

た
は
ね
ば
し
も
ん

桔
橋
門

❹
天
守
台

❺
汐
見
坂

❽
平
川
門

「
桔
」と
い
う
字
に
は「
け
つ
」

と
か「
き
つ
」と
い
う
音
読
み

だ
け
が
あ
り
、
訓
読
み
な
し
。

意
味
は「
は
ね
つ
る
べ
」。
乾

濠
と
平
川
濠
の
間
に
架
か
る

「
跳
ね
橋
」の
下
は
水
面
ま
で

約
20
ｍ
。

「
平
川
」の
河
口
近
く
だ
っ
た
か
ら
平
川
門
。
太
田
道
灌
の

時
代
に
は
、
こ
の
近
く
に
上
下
2
つ
の
平
川
村
が
あ
り
、

そ
こ
が
ご
城
下
。
平
川
は
流
路
変
更
、
上
水
に
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、神
田
川
と
称
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　

文
献
に「
竹
橋
御
門
へ
く
だ
る
小
坂
を
い
ふ
。
む
か
し
此
所
に
尾
紀

の
両
御
殿
あ
り
し
な
り
」と
あ
り
ま
す
が
、こ
こ
は
小
坂
で
は
な
く

ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
プ
で
、
屋
敷
も
８
０
０
ｍ
以
上
先
の
坂
上
で
し
た
。

明
暦
の
大
火（
明
暦
３﹇
１
６
５
７
﹈年
）を
契
機
に
、御
三
家
の
屋
敷
は

郭
外
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
城
天
守
閣
跡
。
明
暦
の
大
火
で
焼
け
て
以
降
は
、土

台
の
石
垣
だ
け
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
石
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
が
や
た
ら
に
大
き
く
、
一
画
に
自
然
に
飛
ん
で
き
た

種
が
着
床
し
た
松
の
木
一
本
が
生
え
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

❼
天
神
濠

明
治
初
期
ま
で
は
天
神
濠
も
蛤
濠
も

つ
な
が
っ
て
い
て
ひ
と
つ
の
御
濠
。

大
手
門
を
入
っ
て
内
側
に
は
そ
の
御

濠
に
架
か
る
下
乗（
げ
じ
ょ
う
）
橋
を

渡
っ
て
内
郭
に
入
り
ま
し
た
。

❻
梅
林
坂

桔梗濠

大手濠

平川濠

天神濠

乾
濠

蓮
池
濠

白鳥濠
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江
戸
城
と
い
え
ば
、

紀
伊
国
坂
？

　

歴
史
大
好
き
女
子
の
ほ
ー
り
ー

で
す
。
芳
賀
啓
師
匠
と
と
も
に
東

京
の
デ
ィ
ー
プ
な
歴
史
散
策
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
！

　

今
回
は
江
戸
城
の
正
門
だ
っ
た

大
手
門
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
高
麗

門（
※
１
）と
渡
り
櫓

や
ぐ
ら

門（
※
２
）か
ら

な
る
右
折
れ
桝ま

す

形
の
堅
牢
な
つ
く

り
は
天
下
の
王
城
に
ふ
さ
わ
し
く

圧
巻
で
す
。
石
垣
が
見
事
な
濠ほ

り
ば
た端

を
横
目
に
歩
い
て
い
く
と〝
紀
伊
国

坂
〞と
い
う
標
識
の
立
つ
緩
や
か
〜

な
坂
道
に
到
着
。
師
匠
曰い

わ

く
、こ
の

あ
た
り
に
は
徳
川
家
康
が
江
戸
に

や
っ
て
く
る
前
か
ら
す
で
に
古
街

道
が
通
っ
て
い
て
、江
戸
時
代
初
期

に
江
戸
城
を
東
西
に
貫
く
ロ
ン
グ

ス
ロ
ー
プ
が
整
備
さ
れ
た
の
だ
そ

う
。
坂
道
を
上
り
き
っ
た
場
所
に

徳
川
御
三
家
の
紀
伊
大
納
言
家
の

屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
名
前
の
由

来
で
、小
泉
八
雲
の「
貉む

じ
な

」の
舞
台
に

も
な
っ
た
場
所
な
ん
だ
と
か
。
ム

ジ
ナ
と
は
狸た

ぬ
き

の
こ
と
で
、現
在
も
皇

居
周
辺
を
縄
張
り
と
す
る〝
御
所
狸

一
族
〞を
は
じ
め
、
東
京
23
区
内
に

約
１
０
０
０
匹
も
生
息
し
て
い
る

ん
で
す
っ
て
。
へ
〜
！

行
け
、坂
道
へ
！

　
　

江
戸
城
は
武
蔵
野
台
地
の
東
端

に
つ
く
ら
れ
、江
戸
時
代
初
期
ま
で

は
目
の
前
の
日
比
谷
、大
手
町
の
あ

た
り
ま
で
入
り
江
が
入
り
込
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
城
の
東
側

は
台
地
の
段だ

ん
き
ゅ
う
が
い

丘
崖
を
利
用
し
た
地

形
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、師
匠

に
よ
る
と
そ
の
面
影
を
最
も
感
じ

ら
れ
る
の
が
本
丸
と
二
の
丸
を
結

ぶ
場
所
に
あ
る
汐し

お
み
ざ
か

見
坂
と
の
こ
と
。

確
か
に
反
り
立
つ
よ
う
な
坂
道
！

続
い
て
向
か
っ
た
梅ば

い
り
ん
ざ
か

林
坂
は
江
戸

城
の
裏
門
で
あ
る
平
川
門
か
ら
大

奥
に
通
じ
る
道
に
あ
り
、こ
ち
ら
も

な
か
な
か
の
急
勾
配
で
す
。

　

い
や
ぁ
、江
戸
城
っ
て
、今
行
っ
て

も
な
ん
に
も
残
っ
て
な
い
ん
だ
よ

な
〜
な
ん
て
思
っ
て
い
た
の
で
、坂

道
に
注
目
す
る
だ
け
で
こ
ん
な
に

歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
な
ん
て
す
ご

く
新
鮮
で
し
た
。
師
匠
は
こ
う
い

い
ま
す
。「
現
在
の
東
京
の
姿
は
も

と
も
と
の
地
形
に
上
着
を
着
て
お

洒し
ゃ
れ落
し
て
い
る
状
態
。
裸
だ
っ
た

石
器
時
代
、パ
ン
ツ
を
は
い
た
縄
文

時
代
、ア
ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
を
着
た
の

が
江
戸
時
代
で
、ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着

た
の
が
昭
和
っ
て
と
こ
ろ
か
な
」と
。

坂
道
な
ど
の
地
形
に
注
目
し
て
、今

見
え
て
い
る
景
色
の
下
に
埋
も
れ

た
重
層
的
な
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

が
、
東
京
散
策
の
醍
醐
味
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
新
連
載
】

城
内
に
あ
る
、
名
前
の
つ
い
た
３
つ

の
坂
の
う
ち
、
最
も
傾
斜
度
の
高

い
坂
。
眼
下
に
光
る
海
面
を
見
た

が
ゆ
え
の
命
名
で
す
が
、
こ
こ
は
昇

る
朝
日
を
拝
む
崖
っ
ぷ
ち
で
し
た
。

江
戸
初
期
に
は
、
日
比
谷
入
江
の
汽

水
域
と
江
戸
前
島
の
先
の
江
戸
湾

の
２
つ
が
見
え
た
は
ず
で
す
。

紀き

の

く

に

ざ

か

伊
国
坂
の
名
の
由
来
は
？

江
戸
城
の
真
ん
中
に
道
が
あ
る
？

江
戸
城
の
周
囲
に
坂
が
多
い
の
は
？

壱弐参

答
︻
壱
︼
明
暦
の
大
火
以
前
、
竹

橋
か
ら
御
濠
ぎ
わ
に
ロ
ン
グ

ス
ロ
ー
プ
の
ま
っ
す
ぐ
の
道

が
延
び
て
い
ま
し
た
が
、
上

り
き
っ
た
手
前
左
に
、
紀
伊

徳
川
家
の
豪
壮
な
屋
敷
が
存

在
し
た
た
め
。

❶
大
手
門

正
面
門
の
こ
と
。

古
く
は
城
郭
の
出

入
口
を「
虎
口（
こ
ぐ

ち
）」と
い
っ
て
お
り
、

大
手
門
も
虎
口
の

ひ
と
つ
。
で
も
、
こ

こ
は
元
来
地
盤
が

弱
く
、
東
日
本
大
震

災
で
も
大
き
く
破

損
し
て
、
修
復
さ
れ

た
ば
か
り
。

答
︻
弐
︼
今
で
は
一
般
通
行
禁
止

の
半
蔵
門
で
す
が
、
明
治
の

中
頃
ま
で
は
、
誰
で
も
竹
橋

ま
で
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
江
戸
城
に
取
り

込
ま
れ
る
以
前
の
古
道
の
名

残
で
す
。

学
問
好
き
の
太
田
道
灌
が「
本
城
」で
も
あ
っ
た
川
越

城
か
ら
天
神
様
を
勧
請
、梅
の
林
も
つ
け
ま
し
た
、と

い
う
の
が
通
説
。
そ
の
傍
を
通
る
坂
は
江
戸
城
３
坂

の
ひ
と
つ
。

答
︻
参
︼
武
蔵
野
台
地
の
東
端

か
ら
、
江
戸
湾
と
下
総
国
を

眼
下
に
睨
む
地
の
利
を
得

て
、
江
戸
城
は
造
営
さ
れ
ま

し
た
。
汐
見
坂
は
そ
の
端

的
な
例
。
梅
林
坂
と
紀
伊

国
坂
は
平
川
河
口
に
下
り

る
坂
で
す
。

タ
レ
ン
ト
／
歴
史
作
家

堀
口 

茉
純
さ
ん

　
　
　　
（
愛
称
：
ほ
ー
り
ー
）

門
人
＆
文

地
図
研
究
家

芳
賀 

啓
さ
ん

師

匠

は
が
・
ひ
ら
く
●

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。東
京
の
古
地
図
や
地
誌
の
研
究
者
で
、東
京

経
済
大
学
客
員
教
授
。テ
レ
ビ
朝
日『
タ
モ
リ
倶
楽
部
』な
ど
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も

出
演
。
主
な
著
書
に『
江
戸
の
崖 

東
京
の
崖
』（
講
談
社
）、『
古
地
図
で
読
み
解
く 

江
戸

東
京
地
形
の
謎
』（
二
見
書
房
）な
ど
。

ほ
り
ぐ
ち
・
ま
す
み
●

１
９
８
３
年
生
ま
れ
。２
０
０
８
年
に
江
戸
文
化
歴
史
検
定

一
級
を
最
年
少
で
取
得
し
、「
江
戸
に
詳
し
す
ぎ
る
タ
レ
ン
ト
＝
お
江
戸
ル（
お
江
戸
の

ア
イ
ド
ル
）」と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
な
著
書
に『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
15
』（
草
思
社
）、

『
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｅ
17
』（
中
経
出
版
）な
ど
。

【注】 ※1：門の形式のひとつで、城に多用されている。　※2：石垣同士を結んで渡された櫓（渡り櫓）の下にある門。

ム
ジ
ナ
棲
む
紀
伊
国
坂
の
秋
時
雨
堀
口

今
回
の
締
め
の
一
句

秋
水
や
月
は
下
総
日
は
武
蔵
芳
賀
芳
賀

江

戸

城

周

辺

第
1
回



【
連
載
10
】

書
が
持
つ
力
を
実
感
し

書
道
家
へ
転
身

　

書
道
家
の
武
田
双
雲
さ
ん
の
経

歴
は
面
白
い
。
母
親
の
武
田
双そ

う
よ
う葉

さ
ん
が
書
道
家
だ
っ
た
影
響
で
、幼

い
頃
か
ら
書
道
は
習
っ
て
い
た
。

と
す
れ
ば
、そ
の
ま
ま
書
道
家
へ
の

道
を
歩
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
は

な
い
。
し
か
し
、小
学
校
に
入
る
と

野
球
部
で
汗
を
流
し
、
学
習
塾
、
音

楽
教
室
、空
手
教
室
に
も
通
う
日
々

を
送
り
、書
道
へ
の
興
味
は
次
第
に

薄
れ
て
い
っ
た
。

　

高
校
1
年
生
の
時
に
は
、母
親
が

買
っ
て
く
れ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
本
を
読
み
、宇
宙
の
魅
力
に
取
り

憑つ

か
れ
た
。
そ
こ
か
ら
理
工
系
へ

の
興
味
が
湧
き
、理
工
系
大
学
の
情

報
科
学
科
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
は
、

情
報
通
信
会
社
に
就
職
。
職
種
は

営
業
を
希
望
し
た
。
情
報
科
学
出

身
な
ら
普
通
技
術
職
を
考
え
る
が
、

実
は
武
田
さ
ん
は
機メ

カ械
が
大
の
苦

手
だ
っ
た
の
だ
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
こ
は
書
道
か
ら
遠
い
場
所
だ
っ
た
。

　

書
道
へ
回
帰
す
る
機
会
は
、あ
ま

り
に
突
然
訪
れ
た
。
入
社
後
、た
ま

た
ま
実
家
に
帰
っ
た
武
田
さ
ん
は
、

そ
こ
で
衝
撃
的
な
出
合
い
を
経
験

し
た
の
だ
。

　
「
久
し
振
り
の
実
家
は
新
築
に
建

て
替
え
ら
れ
て
い
て
、障
子
や
ふ
す

ま
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
墨ぼ

っ
こ
ん
り
ん
り

痕
淋
漓

た
る
母
親
の
書
が
書
か
れ
て
い
た

の
で
す
。
驚
き
ま
し
た
。
僕
が
知
っ

て
い
た
お
習
字
で
書
く
字
と
は

ま
っ
た
く
別
の
、ま
さ
に
ア
ー
ト
と

し
て
の〝
書
〞が
そ
こ
に
は
あ
っ
た

か
ら
で
す
」

　

そ
の
衝
撃
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
、

武
田
さ
ん
は
社
員
寮
で
書
道
を
再

開
、会
社
で
は
筆
ペ
ン
で
メ
モ
書
き

を
認し

た
た

め
た
。
そ
れ
を
見
た
同
僚
か

ら
次
々
と「
自
分
の
名
前
も
書
い
て

ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
、
改
め
て
書
の

持
っ
て
い
る
力
を
実
感
し
た
。

　

ほ
ど
な
く
武
田
さ
ん
は
会
社
を

辞
め
て
書
道
教
室
を
開
き
、書
道
の

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

始
め
た
。
す
る
と
、そ
の
生
き
方
が

面
白
い
と
雑
誌
の
取
材
が
舞
い
込

み
、
企
業
の
ロ
ゴ
や
映
画
・
Ｔ
Ｖ
番

組
の
題
字
制
作
の
依
頼
も
来
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
と
ん
と
ん
拍
子

に
道
が
開
け
る
。
気
が
つ
け
ば
書

道
教
室
の
生
徒
は
３
０
０
人
に
も

な
っ
て
い
た
。

個
性
を
活
か
し
つ
つ

全
体
の
調
和
を
実
現

　

そ
ん
な
武
田
さ
ん
の
心
に
残
る

忘
れ
ら
れ
な
い
曲
は「W

e A
re 

T
he W

orld

」
だ
。
中
学
生
の
頃

に
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
好
き

に
な
っ
て
か
ら
こ
の
歌
も
よ
く
聴

い
た
が
、あ
く
ま
で
も
大
ヒ
ッ
ト
曲

の
ひ
と
つ
と
し
か
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
歌
の
真
の
凄
さ
を

知
っ
た
の
は
、
あ
る
日
、
書
道
教
室

の
生
徒
さ
ん
が
貸
し
て
く
れ
た
、こ

の
曲
の
収
録
風
景
を
記
録
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
を
見
た
時

だ
っ
た
。
映
像
は
、ク
イ
ン
シ
ー
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
や
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
、
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
リ
ッ
チ
ー
と

い
っ
た
当
代
を
代
表
す
る
歌
手
た

ち
が
音
楽
ス
タ
ジ
オ
に
集
ま
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

　
「
ま
っ
た
く
個
性
の
違
う
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
の
飢

餓
を
救
う
と
い
う
目
的
の
た
め
に

集
ま
り
、
次
第
に
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、最
後
は
見

事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る

こ
と
に
涙
が
流
れ
ま
し
た
。１
０
０

回
以
上
は
見
た
と
思
い
ま
す
」

　

武
田
さ
ん
は
、こ
の
曲
に
自
分
が

書
道
で
目
指
し
て
い
る
も
の
の
理

想
的
な
姿
を
見
た
。
個
性
を
出
す

こ
と
は
、
時
に
衝
突
を
招
き
か
ね

な
い
が
、武
田
さ
ん
が
書
道
教
室
で

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、何
よ
り
も

そ
の
人
の
持
つ
個
性
を
い
か
に
引

き
出
す
か
で
あ
り
、同
時
に
そ
の
個

性
を
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と

で
あ
る
と
い
う
。「
和
を
も
っ
て
貴

し
と
な
す
」だ
け
で
は
な
く
、「
個
性

の
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」。
ど

う
や
ら
こ
れ
が
、武
田
流
書
道
の
極

意
で
あ
る
。

「W
e A
re T

he W
orld

」

個
性
の
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す

武
田 

双
雲
さ
ん
（
書
道
家
）

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
・
映
画
・
音
楽

　

ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
を
救
う

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
の
収
録
風
景

を
記
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
。
作
詞
・

作
曲
は
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
と
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
リ
ッ

チ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、

ク
イ
ン
シ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

と
マ
イ
ケ
ル
・
オ
マ
ー
テ
ィ

ア
ン
。

　

１
９
８
５
年
１
月
28
日
、
こ

の
曲
を
録
音
す
る
た
め
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
は
ス
タ

ジ
オ
に
集
ま
っ
た
。
参
加
者

は
ほ
か
に
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル

ズ
、
ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
・
ワ
ン

ダ
ー
、
ア
ル
・
ジ
ャ
ロ
ウ
、
ダ

イ
ア
ナ
・
ロ
ス
、
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
、
ポ
ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
、

デ
ィ
オ
ン
ヌ
・
ワ
ー
ウ
ィ
ッ

ク
、
シ
ン
デ
ィ
・
ロ
ー
パ
ー
、

ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
な
ど
総

勢
45
名
。
夜
を
徹
し
て
収
録
が

行
わ
れ
た
こ
の
曲
は
、
Ｃ
Ｄ

発
売
と
同
時
に
世
界
的
な
大

ヒ
ッ
ト
を
記
録
、
印
税
は
す

べ
て
寄
付
さ
れ
た
。
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HMBR-1094　価格：2,300円（税抜き）
©1985 United Support of Artists 
for Africa



16

【
連
載
10
】

書
が
持
つ
力
を
実
感
し

書
道
家
へ
転
身

　

書
道
家
の
武
田
双
雲
さ
ん
の
経

歴
は
面
白
い
。
母
親
の
武
田
双そ

う
よ
う葉

さ
ん
が
書
道
家
だ
っ
た
影
響
で
、幼

い
頃
か
ら
書
道
は
習
っ
て
い
た
。

と
す
れ
ば
、そ
の
ま
ま
書
道
家
へ
の

道
を
歩
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
は

な
い
。
し
か
し
、小
学
校
に
入
る
と

野
球
部
で
汗
を
流
し
、
学
習
塾
、
音

楽
教
室
、空
手
教
室
に
も
通
う
日
々

を
送
り
、書
道
へ
の
興
味
は
次
第
に

薄
れ
て
い
っ
た
。

　

高
校
1
年
生
の
時
に
は
、母
親
が

買
っ
て
く
れ
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
本
を
読
み
、宇
宙
の
魅
力
に
取
り

憑つ

か
れ
た
。
そ
こ
か
ら
理
工
系
へ

の
興
味
が
湧
き
、理
工
系
大
学
の
情

報
科
学
科
に
進
ん
だ
。
卒
業
後
は
、

情
報
通
信
会
社
に
就
職
。
職
種
は

営
業
を
希
望
し
た
。
情
報
科
学
出

身
な
ら
普
通
技
術
職
を
考
え
る
が
、

実
は
武
田
さ
ん
は
機メ

カ械
が
大
の
苦

手
だ
っ
た
の
だ
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
こ
は
書
道
か
ら
遠
い
場
所
だ
っ
た
。

　

書
道
へ
回
帰
す
る
機
会
は
、あ
ま

り
に
突
然
訪
れ
た
。
入
社
後
、た
ま

た
ま
実
家
に
帰
っ
た
武
田
さ
ん
は
、

そ
こ
で
衝
撃
的
な
出
合
い
を
経
験

し
た
の
だ
。

　
「
久
し
振
り
の
実
家
は
新
築
に
建

て
替
え
ら
れ
て
い
て
、障
子
や
ふ
す

ま
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
墨ぼ

っ
こ
ん
り
ん
り

痕
淋
漓

た
る
母
親
の
書
が
書
か
れ
て
い
た

の
で
す
。
驚
き
ま
し
た
。
僕
が
知
っ

て
い
た
お
習
字
で
書
く
字
と
は

ま
っ
た
く
別
の
、ま
さ
に
ア
ー
ト
と

し
て
の〝
書
〞が
そ
こ
に
は
あ
っ
た

か
ら
で
す
」

　

そ
の
衝
撃
に
押
さ
れ
る
よ
う
に
、

武
田
さ
ん
は
社
員
寮
で
書
道
を
再

開
、会
社
で
は
筆
ペ
ン
で
メ
モ
書
き

を
認し

た
た

め
た
。
そ
れ
を
見
た
同
僚
か

ら
次
々
と「
自
分
の
名
前
も
書
い
て

ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
、
改
め
て
書
の

持
っ
て
い
る
力
を
実
感
し
た
。

　

ほ
ど
な
く
武
田
さ
ん
は
会
社
を

辞
め
て
書
道
教
室
を
開
き
、書
道
の

ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

始
め
た
。
す
る
と
、そ
の
生
き
方
が

面
白
い
と
雑
誌
の
取
材
が
舞
い
込

み
、
企
業
の
ロ
ゴ
や
映
画
・
Ｔ
Ｖ
番

組
の
題
字
制
作
の
依
頼
も
来
る
よ

う
に
な
る
な
ど
、
と
ん
と
ん
拍
子

に
道
が
開
け
る
。
気
が
つ
け
ば
書

道
教
室
の
生
徒
は
３
０
０
人
に
も

な
っ
て
い
た
。

個
性
を
活
か
し
つ
つ

全
体
の
調
和
を
実
現

　

そ
ん
な
武
田
さ
ん
の
心
に
残
る

忘
れ
ら
れ
な
い
曲
は「W

e A
re 

T
he W

orld

」
だ
。
中
学
生
の
頃

に
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
好
き

に
な
っ
て
か
ら
こ
の
歌
も
よ
く
聴

い
た
が
、あ
く
ま
で
も
大
ヒ
ッ
ト
曲

の
ひ
と
つ
と
し
か
認
識
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
の
歌
の
真
の
凄
さ
を

知
っ
た
の
は
、
あ
る
日
、
書
道
教
室

の
生
徒
さ
ん
が
貸
し
て
く
れ
た
、こ

の
曲
の
収
録
風
景
を
記
録
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
を
見
た
時

だ
っ
た
。
映
像
は
、ク
イ
ン
シ
ー
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
や
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
、
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
リ
ッ
チ
ー
と

い
っ
た
当
代
を
代
表
す
る
歌
手
た

ち
が
音
楽
ス
タ
ジ
オ
に
集
ま
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

　
「
ま
っ
た
く
個
性
の
違
う
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
の
飢

餓
を
救
う
と
い
う
目
的
の
た
め
に

集
ま
り
、
次
第
に
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、最
後
は
見

事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る

こ
と
に
涙
が
流
れ
ま
し
た
。１
０
０

回
以
上
は
見
た
と
思
い
ま
す
」

　

武
田
さ
ん
は
、こ
の
曲
に
自
分
が

書
道
で
目
指
し
て
い
る
も
の
の
理

想
的
な
姿
を
見
た
。
個
性
を
出
す

こ
と
は
、
時
に
衝
突
を
招
き
か
ね

な
い
が
、武
田
さ
ん
が
書
道
教
室
で

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、何
よ
り
も

そ
の
人
の
持
つ
個
性
を
い
か
に
引

き
出
す
か
で
あ
り
、同
時
に
そ
の
個

性
を
お
互
い
に
尊
重
し
合
う
こ
と

で
あ
る
と
い
う
。「
和
を
も
っ
て
貴

し
と
な
す
」だ
け
で
は
な
く
、「
個
性

0

0

の0

和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」。
ど

う
や
ら
こ
れ
が
、武
田
流
書
道
の
極

意
で
あ
る
。

「W
e A
re T

he W
orld

」

個
性
の
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す

武
田 

双
雲
さ
ん
（
書
道
家
）

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
本
・
映
画
・
音
楽

たけだ・そううん●1975年熊本県生まれ。母親
は書道家の武田双葉。情報通信会社に勤めたの
ち書道家として独立。映画『春の雪』『北の零年』、
NHK大河ドラマ『天地人』等の題字や企業のロゴな
どを手がけるほか、音楽家、彫刻家等のアーティス
トとのコラボレーションも多い。
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Ｄ
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は
、

ク
イ
ン
シ
ー
・
ジ
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ー
ン
ズ

と
マ
イ
ケ
ル
・
オ
マ
ー
テ
ィ

ア
ン
。

　
１
９
８
５
年
１
月
28
日
、
こ

の
曲
を
録
音
す
る
た
め
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
は
ス
タ

ジ
オ
に
集
ま
っ
た
。
参
加
者

は
ほ
か
に
レ
イ
・
チ
ャ
ー
ル

ズ
、
ス
テ
ィ
ー
ビ
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・
ワ
ン

ダ
ー
、
ア
ル
・
ジ
ャ
ロ
ウ
、
ダ

イ
ア
ナ
・
ロ
ス
、
ボ
ブ
・
デ

ィ
ラ
ン
、
ポ
ー
ル
・
サ
イ
モ
ン
、

デ
ィ
オ
ン
ヌ
・
ワ
ー
ウ
ィ
ッ

ク
、
シ
ン
デ
ィ
・
ロ
ー
パ
ー
、

ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
な
ど
総

勢
45
名
。
夜
を
徹
し
て
収
録
が

行
わ
れ
た
こ
の
曲
は
、
Ｃ
Ｄ

発
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と
同
時
に
世
界
的
な
大

ヒ
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を
記
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、
印
税
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世
界
中
の
人
々
が
熊
野
詣
で
に

　

世
界
遺
産
は
一
般
に
、登
録
か
ら
3
年

く
ら
い
た
つ
と
、
観
光
客
数
が
減
っ
て
く

る
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、世
界
遺
産「
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」の
一
部
を
擁

す
る
田
辺
市
は
観
光
客
数
を
着
実
に
伸

ば
し
、
今
で
は
数
多
く
の
外
国
人
個
人
旅

行
者（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）も
惹
き
つ
け
て
い
る
。
熊

野
を
世
界
的
な
観
光
地
に
育
て
た
田
辺

市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
会
長
の
多
田
稔
子
さ
ん
に

熊
野
の
魅
力
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　
「
田
辺
の
人
々
は
世
界
遺
産
に
強
い
愛

情
を
持
ち
、
時
間
を
か
け
て
熊
野
の
魅
力

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
田
辺
市

の
学
校
で
は
、
世
界
遺
産
を
授
業
で
取
り

上
げ
、
熊
野
古
道
の
ジ
ュ
ニ
ア
語
り
部
を

養
成
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
や
様
々

な
組
織
が
連
携
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力

を
高
め
て
い
る
の
で
す
」

　

多
田
さ
ん
は
時
に
屈
託
の
な
い
笑
顔

で
人
に
語
り
か
け
る
。一
方
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
活
動
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
資
金
・
人
集

め
に
奔
走
し
、「
何
年
も
つ
か
」と
い
う
周

囲
の
陰
口
を
は
ね
の
け
て
き
た
の
も
多

田
さ
ん
だ
。
そ
ん
な
し
な
や
か
さ
と
強

さ
を
併
せ
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
現
在

に
至
る
流
れ
を
つ
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

外
国
人
目
線
で
サ
ポ
ー
ト

　

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
た
の
は

２
０
０
６
年
。
前
年
に
新「
田
辺
市
」
が

誕
生
し
、
世
界
遺
産
を
世
界
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
す
る
機
運
の
高
ま
り
を
受
け
て
生
ま

れ
て
き
た
。
熊
野
古
道
沿
い
に
は
小
さ

な
宿
が
多
い
こ
と
、
熊
野
の
よ
さ
を
し
っ

外
国
人
目
線
で
考
え
、

地
域
と
連
携
し
て
世
界
的
な
観
光
地
に
！ 

第8回

和
歌
山
県
田
辺
市

外国人個人旅行者の増加に大きく貢献した
ブラッド・トウルさん。 

◉人口： 約7万8000人
◉面積： 1,026.91㎢（近畿にある市の中で最大）
◉概要： 南紀の商業、観光の中心都市。
 2005年、5市町村が合併、新「田辺市」となる
◉特徴： 2004年に世界遺産に登録された「紀伊山地の霊場と参

さんけいみち

詣道」
 の一部が含まれている
◉特産品： 梅、みかん、紀州備

びんちょうたん

長炭、なんば焼（かまぼこ）など

近
年
、
熊
野
古
道
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
維
持
・
修
復

す
る「
道み

ち
ぶ
し
ん

普
請
」
に
取
り

組
む
人
々
が
増
え
て
い
る
。

な
か
に
は
、
古
道
ウ
ォ
ー

ク
と
道
普
請
を
組
み
合
わ

せ
た
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ

る
例
も
あ
り
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
で
道
普
請
に

取
り
組
む
企
業
も
増
え
て

き
た
。
世
界
遺
産「
熊
野

古
道
」は
、
こ
う
し
た
人
々

の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。

和 歌 山 県

田辺市

田
辺
市

っ
て

こ
ん
な

と
こ
ろ

熊
野
古
道
は
道
そ
の
も
の
が
世
界
遺
産
な
の
で
、
歩
く
人

が
最
後
の
風
景
を
完
成
さ
せ
ま
す
。そ
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
活
用
と
保
全
を
両
立
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

一
般
社
団
法
人 
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

会
長 

多
田 

稔
子
さ
ん 
た
だ
・
の
り
こ

一
般
社
団
法
人 

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

事
務
局
長

竹
本 

昌
人
さ
ん 

た
け
も
と
・
ま
さ
と

最
近
、
地
域
側
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
機
会
が

増
え
、積
極
性
が
生
ま
れ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
活
動
の
成
果
と
思
う
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
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世
界
中
の
人
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が
熊
野
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で
に
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界
遺
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は
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に
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3
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く
ら
い
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つ
と
、
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光
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数
が
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て
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る
と
い
わ
れ
る
。
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し
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と
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を
擁

す
る
田
辺
市
は
観
光
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を
着
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に
伸

ば
し
、
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で
は
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く
の
外
国
人
個
人
旅

行
者（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）も
惹
き
つ
け
て
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る
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光
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に
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熊
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の
多
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の
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、
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間
を
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を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
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は
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で
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、
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に
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の
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に
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、
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に
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何
年
も
つ
か
」と
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う
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の
も
多
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だ
。
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や
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と
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を
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せ
持
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て
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る
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ら
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そ
、
現
在

に
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る
流
れ
を
つ
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れ
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の
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う
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外
国
人
目
線
で
サ
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ト

　

ビ
ュ
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ロ
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が
設
立
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れ
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の
は

２
０
０
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。
前
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に
新「
田
辺
市
」
が

誕
生
し
、
世
界
遺
産
を
世
界
に
向
け
て
Ｐ

Ｒ
す
る
機
運
の
高
ま
り
を
受
け
て
生
ま

れ
て
き
た
。
熊
野
古
道
沿
い
に
は
小
さ

な
宿
が
多
い
こ
と
、
熊
野
の
よ
さ
を
し
っ

か
り
と
理
解
す
る
人
に
来
て
ほ
し
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
多
田
さ
ん
は
目
的
意
識
を

持
っ
た
欧
米
豪
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
る
。
一
見
無
謀
な
ア
イ
デ
ア
だ
っ

た
が
、
カ
ナ
ダ
人
ブ
ラ
ッ
ド
・
ト
ウ
ル
さ

ん
の
加
入
が
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
。

　
「
外
国
人
に
来
て
も
ら
う
に
は
、
外
国

人
の
目
線
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ブ
ラ
ッ
ド
は
熊
野
が
大
好
き
で
、
す
で
に

熊
野
古
道
の
大
半
を
踏
破
し
て
い
ま
し

た
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
受
け
入
れ
に
必
要
な
こ
と
、

地
域
と
の
接
点
の
持
ち
方
な
ど
、
彼
の
目

を
通
し
て
全
部
実
行
で
き
ま
し
た
」

　

設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
４
名
。
こ

の
体
制
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
、

メ
デ
ィ
ア
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ツ
ア
ー
な
ど

の
情
報
整
理
・
発
信
事
業
と
、
事
業
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
の
現
地
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
を
精
力

的
に
進
め
て
き
た
。
外
国
人
目
線
で
考

え
る
手
法
は
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
の
作
成
に

も
活
か
さ
れ
て
い
る
。
事
務
局
長
の
竹

本
昌
人
さ
ん
は「
海
外
の
方
は
、
熊
野
古

道
に
来
て
い
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
広

域
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

田
辺
以
外
に
、
新
宮
や
那
智
勝
浦
の
エ
リ

ア
マ
ッ
プ
も
作
成
し
ま
し
た
」と
語
る
。

　

２
０
１
０
年
に
は
法
人
格
を
取
得
し
、

旅
行
予
約
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
旅
行

業
を
開
始
。
旅
行
に
関
す
る
様
々
な
企

画
を
売
り
、
観
光
客
を
目
的
地
に
運
ぶ
仕

組
み
も
整
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
目
的
地

（
着
地
）
側
で
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
対
し
て
き
め
細

か
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
着
地
型
旅
行
業

の
体
制
が
整
い
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
大
き
く

飛
躍
す
る
足
が
か
り
と
な
っ
た
。

町
屋
再
生
に
も
挑
戦

　

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
事
業
が
軌
道
に
乗
っ

た
今
、
多
田
さ
ん
の
最
大
の
関
心
事
は
旧

市
街
地
の
空
き
家
問
題
だ
。
現
在
、
そ
の

空
き
家
率
は
二
十
数
％
で
、
近
い
将
来
、

旧
市
街
地
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
心
を
痛
め
て
い
る
の
だ
。
そ

こ
で
多
田
さ
ん
は
、
田
辺
市
紺こ

ん
や
ま
ち

屋
町
の
古

民
家
を
一
棟
貸
し
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
改

修
。
町
屋
再
生
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
紺
屋
町
屋
は
稼
働
状
況
が
よ
く
、
成

功
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
空
き

家
を
改
修
す
る
に
は
多
額
の
資
金
が
必

要
で
す
し
、
全
部
一
棟
貸
し
の
旅
館
に
す

る
と
、
民
業
圧
迫
と
い
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
新
し
い
仕
組

み
が
必
要
で
、
今
は
そ
れ
を
模
索
し
て
い

る
段
階
で
す
」

　

多
田
さ
ん
は「
ほ
ど
よ
く
街
で
、
ほ
ど

よ
く
田
舎
な
田
辺
が
大
好
き
」だ
と
い
う
。

こ
の
思
い
が
、
彼
女
の
活
動
の
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
の
だ
。

外
国
人
目
線
で
考
え
、

地
域
と
連
携
し
て
世
界
的
な
観
光
地
に
！ 

第8回

和
歌
山
県
田
辺
市

ツアーによるメディアやエージェント向けPRも
ビューローの重要な役割のひとつだ。

外国人観光客への対応の仕方
を指南するセミナー。観光に
かかわる地元の様々な人を対
象に地道に取り組んできた。

外国人個人旅行者の増加に大きく貢献した
ブラッド・トウルさん。 

日英併記のエリアマップを
観光地ごとに作成している。

藻谷浩介の
ここがポイント !

日
本
の
世
界
遺
産
の
な
か
で
屈
指
に
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
熊
野

古
道
。
そ
の
魅
力
の
発
信
源「
田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ

ー
ロ
ー
」の
、そ
の
ま
た
中
心
人
物
が
多
田
稔
子
さ
ん
で
す
。
企

業
経
営
者
と
し
て
も
多
忙
を
極
め
な
が
ら
、
い
つ
も
明
る
い
笑

顔
を
絶
や
さ
な
い
姿
に
、熊
野
フ
ァ
ン
は
増
え
る
ば
か
り
で
す
。

も
た
に
・
こ
う
す
け
◉
日
本
総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
。
日
本
の
全
市
町
村
を
訪
問

し
、地
域
特
性
を
多
面
的
に
把
握
。
登
壇
・

出
演
・
寄
稿
等
は
年
間
１
３
０
０
件
を
超

え
る
。
著
書
に『
里
山
資
本
主
義
』『
し
な

や
か
な
日
本
列
島
の
つ
く
り
か
た
』な
ど
。

◉人口： 約7万8000人
◉面積： 1,026.91㎢（近畿にある市の中で最大）
◉概要： 南紀の商業、観光の中心都市。
 2005年、5市町村が合併、新「田辺市」となる
◉特徴： 2004年に世界遺産に登録された「紀伊山地の霊場と参

さんけいみち

詣道」
 の一部が含まれている
◉特産品： 梅、みかん、紀州備

びんちょうたん

長炭、なんば焼（かまぼこ）など

近
年
、
熊
野
古
道
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
維
持
・
修
復

す
る「
道み

ち
ぶ
し
ん

普
請
」
に
取
り

組
む
人
々
が
増
え
て
い
る
。

な
か
に
は
、
古
道
ウ
ォ
ー

ク
と
道
普
請
を
組
み
合
わ

せ
た
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ

る
例
も
あ
り
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
で
道
普
請
に

取
り
組
む
企
業
も
増
え
て

き
た
。
世
界
遺
産「
熊
野

古
道
」は
、
こ
う
し
た
人
々

の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。

和 歌 山 県

人口： 約7万8000人

田辺市

田
辺
市

っ
て
こ
ん
な

と
こ
ろ

日英併記のエリアマップを

ビューローのホームページは、
日英仏西中韓（西はスペイン語）
の6カ国語で整備されている。

観光客が熊野古道で迷わないように、日英
併記の看板を要所要所に整備。ビューロー
がノウハウを提供し、行政がハードの整備
を進めた。

◀

ビューローを支えるスタッフの方 （々左から5人めがブラッドさん）。
◀1階田辺市観光センターの常勤スタッフも
ビューローのメンバー。 熊

野
古
道
は
道
そ
の
も
の
が
世
界
遺
産
な
の
で
、
歩
く
人

が
最
後
の
風
景
を
完
成
さ
せ
ま
す
。そ
の
風
景
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
活
用
と
保
全
を
両
立
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

一
般
社
団
法
人 

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

会
長 

多
田 

稔
子
さ
ん 

た
だ
・
の
り
こ

一
般
社
団
法
人 

田
辺
市
熊
野
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー

事
務
局
長

竹
本 

昌
人
さ
ん 

た
け
も
と
・
ま
さ
と

最
近
、
地
域
側
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
機
会
が

増
え
、積
極
性
が
生
ま
れ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
活
動
の
成
果
と
思
う
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。



和 歌 山 県 伊 都 郡 高 野 町「 麩
ふ

善
ぜん

」

【特定原材料】小麦

笹巻あんぷ

　
「
お
土
産
と
し
て
持
っ
て

行
く
と
、
と
て
も
喜
ば
れ
る

ん
で
す
」と
地
元
の
人
に
、現

在
大
絶
賛
さ
れ
て
い
る
の
が
、

今
回
の「
笹
巻
あ
ん
ぷ
」で
す
。

　

生な
ま
ふ麩

屋
と
し
て
、約
2
0
0

年
前
の
文
政
年
間
に
創
業
し
、

高
野
山
の
奥
之
院
に
御
用
麩

を
献
上
し
て
い
た
老
舗
店

「
麩
善
」が
、
30
年
前
に
商
品

化
し
ま
し
た
。

　
「
あ
ん
ぷ
」
と
は
、
こ
し
あ

ん
を
生
麩
で
包
ん
だ
お
ま
ん

じ
ゅ
う
の
こ
と
で
す
が
、
高

野
山
や
付
近
の
宿
坊
で
食
べ

ら
れ
る「
あ
ん
ぷ
」は
、
精
進

料
理
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
温

め
る
、
蒸
す
な
ど
と
い
っ
た

調
理
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
九
代
目
植
田
博

夫
氏
の
父
克
彦
氏
が
、
も
っ

と
手
軽
に
、
そ
の
ま
ま
で
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る「
あ

ん
ぷ
」
を
つ
く
り
た
い
と
研

究
を
開
始
。
熊
笹
の
入
手
、

よ
も
ぎ
麩
と
調
和
す
る
あ
ん

こ
の
甘
さ
加
減
、
麩
の
歯
ご

た
え
な
ど
な
ど
…
…
、
苦
労
、

工
夫
の
連
続
で
し
た
。

　
「
小
学
生
の
頃
、
父
が
つ

く
っ
た
試
作
品
を
何
度
か
食

べ
ま
し
た
が
、
最
初
は
熊
笹

に
、
よ
も
ぎ
麩
が
く
っ
つ
い

て
し
ま
い
、
食
べ
に
く
か
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」

と
博
夫
氏
が
語
る
よ
う
に
、

熊
笹
か
ら
す
る
っ
と
離
れ
る

現
在
の
形
に
な
る
ま
で
に
は
、

何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
た

と
い
い
ま
す
。

　

現
在
は
博
夫
氏
が
、
伝
統

あ
る
生
麩
専
門
店
な
ら
で
は

の
柔
ら
か
く
、
も
っ
ち
り
と

し
た
生
麩
の
歯
ご
た
え
と
、

先
代
が
開
発
し
た
味
を
守
り

続
け
る
た
め
に
、
天
気
や
気

温
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、

１
個
１
個
丁
寧
に
つ
く
り
続

け
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
博
夫
氏
の
夢
は
、

高
野
山
を
訪
れ
た
方
に
、
出

来
立
て
を
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
喫
茶
室

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

緑
鮮
や
か
な
熊
笹
を
開

く
と
笹
の
香
り
が
ふ
わ

っ
と
広
が
り
、
さ
す
が
霊

峰
高
野
山
の
澄
ん
だ
空

気
や
歴
史
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
お
菓
子
で
す
。

厚
み
の
あ
る
生
麩
と
こ

し
あ
ん
の
絶
妙
な
バ
ラ

ン
ス
に
は
素
朴
な
が
ら

も
品
が
あ
り
、
不
意
の
来

客
へ
の
お
茶
請
け
に
冷

凍
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く

と
重
宝
し
ま
す
ね
。

プ
ロ
か
ら
、
ひ
と
言
！

か
み
む
ら
・
や
す
こ

フ
ー
ド
・
ア
イ
代
表
。
企
業
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
、メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
長
年
従

事
し
、新
聞
、雑
誌
、講
演
会
な
ど

で
も
活
躍
。
著
書
や
監
修
本
は
60

冊
以
上
あ
る
。
簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー

な
料
理
提
案
と
親
し
み
や
す
い
解

説
で
人
気
を
得
て
い
る
。

料
理
研
究
家
／

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
村 

泰
子
氏
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お取り寄せは、こちらから☞http://www.fu-zen.com/

このグルテンの粘り強さが決め手!




